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高校生の国際理解を深めるために



亙 実 験 め 概 要

主題「平和の研究」

高校生の国際理解を深めるために

主題と主題設定の理由

ユネスコ憲章は，その前文の冒頭に「人の心の申にとりでを築く」ことを求めている。

そして「人間の尊厳に欠くことのできない」ものとして「文化の広い普及と正義，自由，

平和のための人寮の教育」をあげ，これを果すことは，すべての国民の「神聖な義務」で

あると説いている。しかし，憲章の次のくだりは，平和に「政府の政治的及び経済的取り

き捌このみに基づく平和」と「世界の諸人民の一致した，しかも永続する誠実な支持を確

保できる平和」とがあること，そして，真の平和は「人類の知的及び精神的連；野の上にき

ずかれなければならない」という。

本付属では，生徒たちに，ユネスコ精神の最高価値をあらわす「平和」について考えさ

せ，また具体的に現実の国際社会の諸問題を調べさせることによって，国際理解教育への

有効な道を見出したいと考えて，この主題を設定した。

教育采験の仮設

本年度は，昨年度の継続実験であり，本実験の段階である。昨年は，主題を「東洋と西

洋に於ける平和の考え方について叫（東洋と西洋の文化価値の相互理解への一つのアプ

ローチとして）」と設定し，各種の予備調査，実験を試みた。本年はその成果を生かし，

昨年度の反省の上に，問題の追求に努めたい。

昨年度の実験過程で得られた問題点の最大のポイントの一つは次の点である。即ち，平

和の問題をとりあげて追求していく角度としては，東洋と西洋の考え方のちがいというよ

り，むしろ現実的態度と理念的態度のちがいという方向に赴かざるを得なかった。たとえ

ば，中ソ論争にしても，これを東洋と西洋の差という見方だけで果して充分であろうか。

そこで主題も敢えて「平和の研究」と改造し，実験仮設は，ユネスコ精神を中心として国

際平和を考えさせる学級（実験学級）と現実的態度で国際平和を学習する学級（比較学級）

を設け，その両者の問の変容を調べてみることによって，あるべき国際理解教育の有効な

道を見出せるのではないかと仮定した。

教育受験 日標

1．仮設に基づいて，指導計画を昨年よりも充実して比較実験巻進め，問題点を明らか

にする。

2．とくに最近の国際情勢の変妻凱 科学の進歩については専門家の協力を得て，平和論

の理想と現実を明かにする。

3．プリテスト及び指導後の評価を厳密にする。とくに指導による反作用に注意する。

4． この実験を通じて，現行高校教育課程の改善に資することとしたい。
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対象と期間

ア．対 象

イ．期 間

指導計画

高校第1学年4学級

1月18日－2月15日

（各44名）（男子のみ）

1月19E！（火） 圭 1 ∃ 平和運動の歴史について（明石）

1月21日（木）‡1 毒 ユネスコ憲章について（大西）

1月25E‡（月）

1月26日（火）

1月28日 （木）

国連と世界平和（山内大介氏）

1．5‡核時代の科学（中村洪介氏）

1．5… 欧米の若い世代の平和観について（白木）

1月18日 （月） 1．5 ユネスコ活動について
（彦坂春吉氏）

1月26日 （火） カントの平和論（沢登） レサニンの平和論（林）

1月27日 （水） 仏教と平和（山本光氏） 体制と平和（岡本）

中止

1月28日 （木）ll

キリスト教と平和
（鈴木氏）

軍縮問塩（渡辺誠毅氏）

南北間塩（生徒発表）

1月29日 （金） ラッセルの平和論（大西）
最近の国際情勢と平和問題

（坂本義和氏）

2月15日 （月） ポストテスト
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儲二指 導 の 内 容

指導記録頂

題毘「平和忠恕と平和運動の歴史」

指導目標

教 官 明 石 総
一

本題目の授業は，昨年と同様に，実験の総序的な役割を負わされている。昨年度に試み

た結果の反省のもとに，かなり内容に修正を加え，テーマも平和運動を加えることになっ

た。それだけに内容が多岐にわたり総花的にならざるを得ないが，中心の目標は，人顆が

これまで，「平和」をどう考え，どのように実践してきたかを歴史的にたどり，生徒に一

つの展望を与えることにある。

指導内容の概要

○導入として，「平和の研究」のニ にふれ，とくに9 本年年頭の代表的新聞の社説など

に平和巻とりあげているものが多かったこと，R．アロンの論説（日本経済新聞1月1日）

などの紹介をこころみる。

○平和理念は，学習の展開のうちに，各自考えてもらうとして，とりあえずタ ここでは最

小限戦争のない状態と考えて出発する。ある人の計欝によると，紀元前1496年以降，3，446

年間に，平和な年月は2舶年しかない。4，000年間に8，000件の戦争があったという。こ

のようなこともあらかじめ考えさせて，「平和の研究」の導入とする。

○別表プリント（「平和思想と平和運動の歴史」）を使って，苗代ギリシア，苗代中国から

始めて，東洋◎西洋それぞれの平和への動きをさぐる。

○この間に，「キリスと教と平和」以下諸講師の演題の位置づけをこころみつつ，説明す

る。

020世紀以降については，東◎西を区別せず世界を一体として扱い，大きな動きをとらえ

ていく。とくに核兵器の出現により「新段階の平和問題」（モrゲンソ【の言草）が兵剣

に考えられねばならなくなったことに注意を促す。「全体的破滅を避けるという目標は他

のあらゆる目榛に優位せねばならない」というアインシュタインの言葉を結びとする。

生徒の反応

別表プリントを用意したので，本実験最初の授業としての概観には便利であったらしい。

しかし，何分曾 総花的に扱わざるを得ないので，突込みの足りない憾みはあり，生徒の中

にこういう意味の不満がみえた。

後に残された問題点

昨年にも痛感したのだが，東洋，とくに日本における平和思想の流れ，平和遊動の歴史

について，専門家の研究が乏しい。また，本年は，平和運動の歴史という視点を立ててみ

たのであるが，これについては，洋の東西巷間わずタ 祭料が不足している。とくに大衆運

動の歴史に，鳥緻的によくまとめられたものがすくないのは意タすに思う。

資 料

○窟法研究所「平和思想史」法律文化祉

○笠信太郎「いかにして20杜絶を生きのびるか」文芸春秋新枕

・－ 3 －



○岩波現代思想9．杉捷夫「平和論の出発点」

○雑誌自由1月号「世界平和推進会議」から関連論文

指導記録2

ユネスコ憲章について 教 官 大 西 光 興

指導目標

1．ユネスコの成立と組織，任務について理解させる。

2．ユネスコ憲章の前文をプリントを用いて英文で読ませ，その根本精神巻理解させる。

3．ユネスコ憲章全体について概略を理解させる。

指導内容

1．勝者にも敗者にもひとしく戦争の悲惨を痛感させた籍2次世界大戦は，恒久的な世

界平和を保証する機関として，「国際連合」を生んだ。これは籍1次世界大戦後にできた

「国際連盟」の失敗に鑑み，単に政治的取り極めだけに頼らず，人数の知的道義的連帯の

上に立って，衣食住の生活条件を改善し，より豊かな文化的生活が楽しめるようにすると

いう基礎的な仕事に大きな重点を置いたところに特色がある。「匡＝祭連合」は現在115ケ国

が加盟しており，総会のもとに，安全保証理事会，経済社会理事会，信託統治理事会，国

際司法裁判所，事務局の五機関を持つが，1945年10月に国連憲章が発効した直後，ロンド

ンに44ケ国の代表が集まり，国連還啓に従い教育，科学，文化の分野巻担当する専門機関

を設立する為，ユネスコ志尊が起草された。このユネスコ憲章は1946年11月4日に発効し，

国連怒章が確認している正義，法の支配，人権の確立及び基本的自由を，教育⑳科学◎文

化を通じて達成することにより，世界の平和と安全に貢献をする巨柑勺を以って，国際理解

の増進，一般の教育，文化の普及，自然科学，社会科学の研究助成と業絞の交流，文化活

動（思怨，芸術等の出版物及び人物）の交流，文化遥産の傑澄，マスコミ利用の拡充など

の任務を遂行している。現在ユネスコに加盟しているのは117ケ国で，本部はパリにあり，

総会、執行委員会、事務局より成る。硯事務総長はフランスの哲学者ルネ◎マウ氏である。

日本は1951年にユネスコに加盟した。

2．ユネスコ窟章の根本精神は「戦争は人の心の申で生まれるものであるから」世界平

和を実現するためには「人の心の申に平和のとりでを築かなければならない」という思想

に立脚している。人顆の歴史をふり返るとき，相互の風習や生活に関する無知が，相手に

対する疑惑と不信を生み，ついには戦争にまで拡大した。また人間がひとしく持つ尊厳と
ぜ

権利を石定し，相互に尊敬し合う精神が欠けていた為に，相互が傷つけ合って発た。第1

次大戦後，平和維持が話し合われ，国際連盟の成立を見たが，結局は失敗に終った。その

理由は，単にそれが政府間の政治的経済的取極捌こ過ぎず，「人類の知的道徳的連帯」に

よって基礎が固められていなかった為であった。ユネスコはこのような失敗をくり返すこ

とを避ける為に，先ず前述の根本精神容量言し，これに基いて「文化の広い普及と正義，

自由，平和のための人類の教育は人間の尊厳に欠くことのできないものであり，且つ，す

べての国民が相互の援助及び相互の関心の精神をもって果さなければならない神聖な義務

である」とし，ユネスコの那勺とするものとして，先ず，教育の普及と機会均等の実現

兵理の制約なき追求や，思誘乳 知識の自由な交換の保証と発鼠 相互理解の為にあらゆる

マスコミの利用を可能にし，更に普及発展することを挙げている。

－
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3．第1条，目的と任務。内容はすでに述べた通りであるが，これらの任務を遂行する

に当っては，内政に干渉しないことを保証している。籍2条加盟国の地位。ユネスコに加

盟し得るには，国連加盟国であること，または，国連加盟国でなくても，ユネスコ執行委

員会の勧告に基き，総会の3分の2の賛成を得ればよい。籍3条，諸機関。第4条，総会。

各加盟国から5名以内の代表を出し，2年に1回総会を閃く。主な任務は執行委員会委員

の選挙，事務局長の任命，加盟承認，ユネスコの政策と事業計画の主要方針の決定，予算

の決定，国際条約及び勧告の採択などである。第5条，執行委員会。加盟国の代表の申か

ら総会で選挙された30名の委員で構成し，毎年2回以上会合する。主な任務は，総会議事

日程の準備，事業計画実施の監督，事務局長の指名，総合に代って細部について決定，事

務局長に対する助言等。第6条，事務局。事務局長は任期が6年で，執行委員会で指名さ

れ総会で任命される。事務局長は，総会，執行委員会及び詰責員会に投票権なしで参加す

る。事務局は事業計画案と予算案を執行委員会に提出し，また，ユネスコの諸活動に関す

る報告を行う。

第7条，国内協力団体。政府とユネスコ国内委員会が，教育科学文化にたずさわる諸団

体に，ユネスコ事巣に参加させる。

第8条，加盟国による報告。加盟国はユネスコ総会に教育科学文化活動，関係法令規則

統計，ユネスコが行った勧告及び条約に基いてとった措置について報告の義務を持つ。

第9条，予算。加盟国がその経済力に応じた割合で分担金を出す。又寄付金によっても

まかなわれる。

第10条，国際連合との関係。国連憲章籍63条に基き，経済社会理事会と連携している。

第11条，他の国際専門機関との関係。執行委員会の承認のもとに，関係諸団体と協力し

得る。

籍12条，この機関の法的地位。国連憲章籍104条及び105条に準ずる。

第13条，改正。総会の3分の2の承認が必要。

籍14条，解釈。英文及び仏文を正文とし，疑義。紛争の解決は矧祭司法裁判所又は仲裁

裁判の決定にゆだねる。

第15条，効力の発生。20カ国がこの憲章に受諾した時に発効する。そして1946年11月4

日にユネスコ憲章（Constitution of the United Nations Educational，Scientific and

CulturalOrganization）の誕生を迎えたのであった。

資 料

1．学校における国際理解教育の手びき‡〕本ユネスコ国内要員会縮

2．ユネスコ憲章及び国連怒章英文版。

3．国際連合の研究 有斐関

4．「ク〝リェ」，「東と西」協力学校circular等。

指導記録3

題目「カントの平和論」 教 官 沢 登 岩 尾

本授業設定の趣旨

ユネスコ憲章の前文に戦争の原因と平和の要件を述べている。「戦争は人のJ山の中で生

れるものであるから，人の心の申に平和のとりでを築かなければならぬ」と。この授業が
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せめて「平和のとりで」のひとつの石垣でもよいから役立たせてみたいとの念願である。

単なるカントの観念論であっても，そこには平和への熱情と，彼なりの方法論の思考の展

開がある。その目的実現のために「永遠平和のために」を引用した。

指導内容

永久平和論

解説，ドイツの哲学者であるカント（1724～1804）はフランス革命戦争に影饗され1795

年「永久平和論」著わし，永久平和達成のた如こ禁止さるべき予備条項6項乱 積極的に

実現することをめざす確定条項項目を示し，常備軍の撤廃，国家組織の民主化，国家連盟

等を主張している。

予備条項

① 将来，戦争を起すような材料を秘かに留保してなされた平和条約は，決して平和条約

と見なされてはならない。

① 独立して成立している如何なる国家も，継承，交換，員収，あるいは贈与によって，

他の国家の所有とせられてはならない。

④ 常僻軍は時を追うて全廃さるべきである。

④ 国家の対外的紛争に関連して，いかなる国法も起されてはならない。

① いかなる国家も暴力をもって他国の体制及び統治に干渉してはならない。

㊥ いかなる国家も他国との戦争において，将来の平和に際し，相互の信頼巻不可能にせ

ざるを得ないような敵対行為は決してなしてはならない。例えば，暗殺者や毒殺者の使j乳

降伏条約の破棄，又は敵国における暴動の煽動など。

確定条項

（∋各国家における公民的体制は共和的でなければならない。

① 国際法は自由な諸国家の連盟の上に基礎をおくべきである。

（む 世界公民法は普遍的なる友好の諸条件に制限されるべきである。

指導の反省

正味50分の授業であり高一の生徒には，永遠平和のための哲学的草案（1795．8）の論文

における歴史的背景の説明がなければ理解し難いのである。永遠平和のためというこの皮

肉な題名は，かのオランダの旅館の主人の，墓地を描いた看板の上に刻されていたもので

ある。カントが『夢想曲』と呼んだ「永遠平和の為に」はそれ以前，サン◎ピェルの著名

な「永遠平和の草案」（1712…1716）に示唆を得ていたものである。

生徒は国際連盟ヰ国際連合への忠恕＝∃与基底にこの脈絡をたどり得たことは理解し得たで

あろう。また，大恩櫨家としてのカントの棒大さも同じくである。

指導冨己録母

バ伽トランド◎ラッせルの平和論 教 官 大 西 光 興

指導指標

最近のベトナム紛争の激化により東西の緊張の増した現世界情勢の申にあって，英国は

通んで東西の調停を計るべく努力している。この英国の動きの背景に，英国思想界をリー

ドする人物の一…一人であるバrトランド◎ラッセル卿の平和忠恕がうかがわれる。彼は93才

という高令にも拘らず，著作，放送等を通じて，世界平和の確立の為に全世界の人々に呼

叫
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びかけている。彼の著作は膨大な数に及ぶが，特に最近発表された若干の論文を通じて彼

の平和思想の一端を紹介し，原文の抜粋を生徒に読ませて，生徒に平和についてより輿別

に考えさせること巻目標としている。

指導内容

1．バートランド。ラッセル略伝。

2．戦争の原因とその解決法。

（1）経済的利害の対立が国家間の紛争の一つの要因であるが，これは科学技術を発達さ

せ生産能率を向上させること，原子力の平和利用を含む新らしい賢妻療の開発を進めること，

同時に後進国に於ける生活水準を引き上げるべく，国際的機関が中心となって援助を行う

こと，特に後進国に於ける出生率を抑えるた捌こ，産児制限を行うことによって解決され

得る。

（2）狂信的愛国心と信仰，人種的偏見も戦争の一要因として見逃すことができない。こ

れを解決するには，超国家的自由主義教育の普及にまたねばならない。

（3）イデオロギ【の対立，特に共産主義と資本主義の対立が，現在の東西緊張の主な原

因となっている。この緊張は，東西間の相互不信や自尊心によって，核兵器か争bとした

軍備競争を現出せしめている。核弾頭をつけたミサイルが，押しボタンーつで相手国を壊

滅せしめるにとどまらず，非戦闘国をも破壊し，ついには全人類を滅亡させる危険をはら

んでいる。この危機巻克服するにはいかにすべきか。ラッセルは次の如く主張する。

（i）中立国がり【ドをとって，米ソに平和共同宣言を行わしめる。

（ii）国連の強化。中共の国連加盟を認める。大国の専横を除き，世界の▲F郎愈を夷に生

をすため，拒苗穂の廃止。

（iii）偶発戦争の危険を排除する為にミサイル，原子力潜水艦の漸廃。

（iv）東西間での核兵器の破壊力についての情報交換と，科学者を中心とした核戦争反

対：運動の推進。

（Ⅴ）東西申立の各陣営から同数の代表を出して，調停委員会巻設置し，摩擦の軽減、

民族自決権の保証という原則を買いて，あらゆる国際間題の平和的解決を公平に行う。

（vi） 申立勢力巻増強させることが，東西の対立による危機を軽減させるものであるか

ら，英国が，北大西洋条約機構（NÅTO）を脱退して，申立側に立つこと。

以上の対策を絶えざる忍耐力をもって実現し，ついには，軍事力を全廃するか，あるい

は一つの国際的機関によって管理を行って，地球上を壊滅の危機から解放し，重要資源

（石油，鉄，ウラン，電力，食粒など）の国際管理を行う一方，低開発国の生活水準を西

欧並みに引き上げて，経済的不均衡をなくし，教育を刷新，普及して，人難愛に充ち，国

際的視野に立って判断し実践し得る人間を造ることにより，必ずや世界は一つとなり，世

界政府が樹立される。ここに至って全人腰は永久の平和と繁栄を実現するのである。

資 料

1

2

3

A▲

5

バけトランド。ラッセル著作集（全14巻）

ラッサルに於ける平和と教育 柴谷久雄著

Bertrand Russell，ÅSketcb of hisIノife andⅥrork by‡i．Ⅵr．Leggett．

EdlユCation and tbe Good Life，by B，Russe11．

Nightmares of Eminent Persons，by B．RlユSSell．
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（6）New Hopes for a Changing World，1〕yI∋・Russe11・

（7）Has man a Fl止ure？by B．Russeli．

（8）ラッセルは語る 東宮隆訳

生徒には，（6），（7）より抜粋した文章をプリントして配り訳読させた。

指導記録5

題目「レ伸こ の平和論」 教 官 林 幹一郎

指導目標

1．現在，東西両体制問には，武力によるのではなく経済競争によって勝負を決めよう

とする「平和共存」という緊張緩和の姿勢がとられている。しかし局地的には武力紛争も

あり，一たびそうした対立抗争が起ると，両者とも互いに，その原因が相手の「体制」に

あるのだと攻撃するのを止めてはいない。

ここでは，われわれのおかれている社会とは対立する，社会主義国からの戦争平和論を

解説するのであるが，比較学級には，現実的は生まの諸事件や語尾解を知らせるという観

点から，その理論をできるだけ忠実に表現し，いたずらに批判を加えるというやりかたは

避けた。

2．社会主義の立場の平和論で，よく引き合いに出され，また一種の原理論にもなって

いる，レ【ニンの帝国主義戦争の理論を軸bに，マルクス主義の平和観の骨格を，アジテ

ーションやめくら非難の形ではなく，理論としで理解させ，西側資本主義体制攻撃の論拠

がなんであるかを明らかにする。

指導内容

レーニンが問題にする戦争は帝国主義戦争といわれ，資本主義社会の一つの発展段階で

ある帝国主義の時代に固有のものに，対象限定されている。

資本制社会の帝国主義段階とはなにか叫それは資本制社会の基本的な段階である，産

業資本の自由競争の時代とは異なり，生産と柴本の集中，集積による独占資本の経済支配

の時代であり，それはまた産業資本と結合した，銀行資本の絶大な力によって，金融資本

の支配の時代ともいわれている。この金融独占資本はその生産物につけた独占価格によっ

て，中小企業，労働者，農民などから富を収奪し，さらに国家権力を自己の支配の下に動

かし，自己に有利な経済政策を遂行する。その上，海外に向ってまで自己の支配権を伸ば

し，後進国を植民地化する，といういくつかの特徴的性格をもつ。しかし，帝国主義は資

本主義と異なるものではなく，資本主義体制の申での一つの発展段階であることに注意し

なければならぬ。だから，帝国主義とは生産手段を一方的に所有する資本家が，生産手段

を全く奪われている労働者を搾取することによって生産が続けられる社会体制であること

に変りはない。

ところで，資本家が労働者を搾取するとは，どのようなメカニズムによってなのか。

剰余価値論の原理的な説明に関しては省略する。搾取は，労働者が自らつくりだしたも

のを，自己の手に入れることによって，自己の力と生きがいを感ずるという生命の充足を

労働者から奪ってしまう。そのため労働者は，資本家の命ずる外的命令にいやいやながら

従って労働するだけとなり，本来人間が自己の個性と能力を発揮し，生きがいを確かめる

ためのもっとも中核的な場である労働においては，自己の無力と苦痛とだけを感ずるよう
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になり，賓びを感ずるのは休息と娯楽のときだけになってしまう，というみじめな人間疎

外の状況におかれる。資本制社会はこうした物質的精神的な害悪を体制としてもってい

る。たとえ戦争がなくても，これが平和といえるだろうか。

ところで資本制社会は，人間に対して与える上のような矛盾のほかに，生産の体制それ

自身としても自己矛盾を持っている。それは恐慌において最も顕著な形であらわれる。す

なわち，資本制社会は景気の緒環の申で不可避的に恐慌におそわれるが，そのとき生産過

剰現象が生じ，金策は倒産したり，操短巻よぎなくされ労働者は不用となって失策させら

れる。このことは，失業が労傲者にとって避けえない宿命であるという意味で，一つの害

悪であるのみならず，生産上昇の破壊を周期的に伴う生産体制は，生産の発展によって人

間の生活を豊かにしていくという目的で組織された制度としては，自己矛盾を内包してい

ることになる。

帝国主義とは，以上の如く，労傲者が商品と同様の存在にさげられてしまい，その剰余

労働を搾取され，人間疎外の状況においこまれ，さらに生産の体制として失業の恒久的存

在と生産の発展の妨害巻免れえない資本制社会の一段階である。それだけではなく，機械

設備が巨大となり，生産と資本とにおける集中，集積が一段と進み，独占的金融資本が経

済を支配し，国家権力をも自己の意のままに従わせるようになる帝国主義の段階において

は，さらに著しい社会悪を生みだすに至る。

この段階では，恐慌によって生産の発展がいくたびか阻止されてきていたが，そのたび

に，より高度の機械技術が採用されて，生産力は著しく上昇している。そしてその生産力

は特定の生産物については，国内市場における需要をはるかに，しかも恒常的に越えるよ

うになっている。すなわち，生産の過剰が恒常的になっている。これは資本家の投下した

資本から利潤が得られていないということを意味する。資本家にとって資本の投下は，他

の祭本家に倒されないように少しでも多くの利潤を手に入れるた捌こ行われるわけだから，

もうけのない産裟に投資するわけにはいかない。非過剰部分に投賀したらどうか。それを

やったとしても既投祭部分の巨大な磯城設僻を手ばなすわけにはいかないため，過剰すな

わち利潤率の低下からは免れない。こうして国内のどの部門でも，殆んど投賃＝利潤増の

実現のみこみがなくなるわけだが，だからといって資金を遊ばしてはおけない。それは資

本家としての自己の没落を意味するからだ。だから，

投賛するところを確保しなければならない。それは，

だ。どんな外国か？ それこそまさに後進国である。

にある国にそれを求めるより9 そこに投資した方が，

いまや過剰となった資本をなんとか

どこにあるのか？ 内になければ外

なぜなら，同じような帝国主義段階

はるかに有利で容易だからだ。こう

して資本主義の帝国主義段階にある執 すなわち帝国主義国は，その経済力を土台にした

強力な武力によって，後進国を強引に自己の支配下に組みこみ，植民地と化し，そこの安

い労賃や土地巻利用せんとして過剰資本の投資市場にしようとするさけがたい必鎗匹をも

っ。しかしタ こうした帝国主義国の植民地のま払変性は一国だけの行動として終るものでは

ない。植民地を獲得できない膚国主義鄭こは，国際的となった柴本の競争のなかで，みじ

ゅな落伍の運命が待っているだけだからである。それゆえ，帝国主義諸国はきそって，後

進地域を中心とした世界の分割を進め，植民地にするための領土の争奪戦を展開するに至

る。

ところで，同じ帝国主義といっても，生産の発展の程度は一様ではなく不均等である0
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英，汎仏などとくらべて，日，狐，伊などは，その資本主義が遅れて発展したた捌こ，

韓国主義の段階になって植民地番手に入れようとしたときには，世界はもう殆んど分割さ

れつくしていた。しかし，わずかの植民地しか持たない帝国主義国にとっては，自己の資

本主義体制としての存立と発展は供託されない。だから持てる国の前に没落しさるか，そ

れとも強引に世界の再分割を武力によって行うことによって救われるかのどちらかだ○
も

ちろん前の道はとりえない。こうして帝国主義諸国間の植民地争奪戦は，不可避的に戦争

への道を突進していくのである。これが帝国主義段階における最もいまわしい，不可避的

害悪である戦争への道程である。この時代の戦争の原熟ま，一心個の社会体制として搾取と

人間疎外などの非人間的矛盾を内包するところの，他ならぬ帝国主義段階における本主祭

義体制そのものにあったわけである。

戦争は靖国主義の存立にとって不可避的な必然性として発現する。このような戦争のも

っとも典型的な例は籍1次大戦や第2次大戦にみられる。例えば籍2次大戦は植民地領土

をめぐる（持たざる）帝国主義国，日，独，伊の（持てる）帝国主義国，米，英，仏への

攻撃と防衛の帝国主義戦争であったと性格づけられる。もちろん，この大戦はファシズム

対反ファシズム戦争という性格を持っている。しかし，もともとファシズムというのは帝

国主義段階の資本主義の階級矛盾の激化によって発生してきたものであり，金融独占賢本

の利益を守るた捌こ労働者階級を弾圧し，国民から民主的権利を奪ってつくられた独裁政

権であった。したがって，これもまさしく，帝国主義のもつ矛盾を根本的な原因としで発

現のたわけであって，帝国主義と無縁のものだとは絶対にいえないたちのものである。

以上，帝国主義の時代の戦争の原因はゃ 生産手段を奪われている労働者階級と，労働力

を商品として扱う資本家階級との階級対立という根本的矛盾をもった資本主義社会体制に

求めざるをえない。

今日，マス◎コミは世界が資本主義社会と社会主義社会との両体制に対立して冷戦を続

けているといい，両体制の違いが戦争の原因であるかのように報じているが，それは皮相

な，またきわめて欺まん的なイデオロギ十操作である。

なぜなら，社会主義という体制は資本制社会がもつ矛盾…搾取や人間疎外－をとり除く

体制として登場したが，そればかりではなく，生産手段が人民所有となり，計画的生産の

行われるこの体制は，植民地を獲得しなければ生産をつづけられないとか，体制として存

立しえないとかいった矛盾をもってはいない。それどころか，たとえば軍需産業に資金を

按ずることば平和産業への発展をそれだけ遅らせることになり，経済の軍事化もこの体制

にとってはマイナスの意味しかもたない。

一方，韓国主義段階の資本主義は上記のような体制として戦争への必然性を内包してお

り，さらに軍需産菓への授賢が金融独占資本の莫大な利潤源となることと，慢性的不況を

なんとかくいとめようとして，鉄鋼，化学製鼠 その他の市費を生みだせば，あるていど

景気が悪化するのを妨げるため，武乳弾薬は使えば使うほど利潤獲得のためにも，需要

増大のた捌こも都合よいという面を持っている。このことから，社会主義体制の軍備は防

衛的であるのに対し，資本主義体制は戦争の要因をかかえ，しかも侵略軌攻撃的といえ

るわけである。

それゆえ，この世から非人間的な矛盾を除去し9戦争を永久にやめさせるには，現在ま

だ資本主義社会として残っている国々を社会主義社会に変革しなければなにぬ。そうすれ

－10州



ば戦争の内的要因は人間社会からなくなる。そのさい注意すべきは，社会主義革命は社会

主義国が戦争という形で強制するのではなく，その国の労働者や農民たちの自国変革運動

として行わなければならない。そしで政界各国の社会主義体制への変革が完成していけば，

この地上に，搾取と人間疎外と生産の停滞と戦争のない，個人がその能力を自由に発揮し

て自分の生きがいを確かめることが，同時に世界の人間の幸福でもあるような平和を，人

間はその手申におさめることができるであろう。

以上がレーニン及びマルクス主義の原理的な平和論である。

生徒の反応

マルクス主義の立場にたっての一方的な理論を展開したわけだから，生徒の側から当然

いろいろな疑問や反論がでた。例えば，資本制社会でも計画経済の可能性はあるのではな

いか，とか，社会主義国が搾取や人間疎外をのぞこうとする体制だといっても，不平等は

存在するし，自由の制限だってあるじゃないか，といったものが多かった。

ただ肝心のレーニンの論拠tt帝国主義の戦争への必然性”については，諒解したのかあ

れはてたのか，まるで質問がなかったのは意外だった。はじめてきいた理論なので，いさ

さかとまどいを感じているようだが，この理論を真理と受けとるのでなく，おそろしく一

方的な見方だなと感じている生徒が多かったように見うけられた。しかし現代の世界を動

かしている一方の体制の平和論なのだから，これを知らないままにしておいたら，世界の

動きや人類の運命に関して，井の申の鮭になってしまう。

反省すべき点としては，ことばの定義をできるだけ明確にすること，論証のすじ道をは

っきりさせること，例をもっといれて理論を具体性をもったわかりやすい話にすること，

などの必要性を感じた。なお，新聞やテレビのニュース解説などに常々接しているような

態度を養えば，もっと理解も深まり，批判力もますのではないかと思われる。

問 題 点

戦争の要因として，心的態度と社会組織の2つが考えられるが，生徒の一般的傾向，即

ち観念の問題としてだけこれを考えている間は国際理解や平和への貢献は，よわよわしい

ものに終るのではなかろうか。そうした観点から出発したが，現実的事件の理解への道は

困難なようだ。講義に出てくる語句が，はじめてきく専門的な経済用語だったりしたので，

理解しにくかったのではないかと思われる。レーニンの平和論を高一の生徒に一時間で解

説するのはむりな感じもする。かれの理論はマルクスの経済学説の上に乗って論述されて

いるわけだから，なおさらむずかしいわけだ。

資 料

レ〝ニン「帝国主義論」

マルクス「資本論」「経済学哲学草稿」

宇野弘蔵「経済原論」

武田隆夫「帝国主義論上」

岩波講座 現代「冷戦」

指導記録6

題目「体制と平和」

指導目標
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1．「心の申に平和を」築くことは9 個人のあり方としては重要であるが9 それはとも

すれば現実を無視しがちである。殆んどの戦争はち 正義と防衛によって，時には平和を守

るた如こ始められ，平和な民衆が血みどろな統の担い手であったことから撃 平和を人間社

会の問題として考えさせることがよ払愛である。それは，ややもすればサ 国家間の不信を深

くし，平和への責献にはならないような印象を与えるが，平和が重要であればある程，現

実の申に確固とした平和の条件を見つけ出す努力が，人間として大一柳である。

2．平和を確かなものにしようという思想は，兵器の発達が生んだものではない。戦争

に巨大な破壊力を与えた科学と高い生産力は本来の目的に従って，入寮社会の豊かな今日

と輝かしい未来を作る為に奉仕させなければならない。米ソに代表される二つの体制は，

この事業に取り組むに際しどのような問題巻もっているかを理解させる。それは逆説的に，

安定した平和の実現番田難にしている障害が二つの体制のどちらに，より多いかを考えさ

せる契機にもなるであろう。

指導内容

最初に，相異なる体制の存在，または特定の体制の申に平和の脅威があるという考え方，

ついで相異なる体制の共存を主張する考え方を概述し，それぞれ現実的な角度から検討巻

加えた。（理論的な考察は前略）さらに9 共存を安定した平和にする可静牲を検討し，軍

縮そのノ他，平和共存のもたらす問題をあげてみた。

1．a．現代の戦争は，帝国主義列強問の矛盾m叫資本主義発展の不均衡が最も如い政

治手段としての戦争の形で現われる。また少数の支配的「文明」民族による植民地，従属

国支配は，民族解放戦争，反植民地戦争をひき起す。従って，帝国主義段階に遷した資本

主義においては戦争は不可避である。

b．共産主義は，力によってのみ維持される全体主義であり，自由の抑圧によって国

内に政治的無知を，国外には恐喝外交を強行し，平和の脅威になっている。平和は「自由

の共同体」に固有のものであり，「自由の共絡終」が全体主義に対する力を持つことによ

ってのみ平和があり得る。
2． 2つの体制はどちらが戦争と深く結合しているか，いわゆる「武装共存」の実状に

ついてみると，例えば1965年度における合衆国の総予算に占める軍事予算は52％で驚くべ

き高率が碓持されていることが注目される。ソ連の予算申に軍事費の占める割合は，1960

年で合衆国のそれの1／5弱，1951年で2／5，1947年，1／2とこの10数年の問に相対的には減

少して釆たことが指摘し得る。もっとも，ソ連の国家予算の規模が，民間の経済活動のさ

かんな合衆国より著しく大きな規模を持っていることから，国家予算「巨富の

米ソで比較することは問題であろうが，別の見地に立てば，ソ連の国家梯熊が軍事以外に，

より大きな比重を持っていると言えないであろうか。

3．生産力が科学技術の飛躍的な発達によってぅ 現代の平和は入学誤共存の必要灸件にな

ったという事実を発想の起点として，平和共存を説く思想は，両体制の共存のうちに自己

の体制の優位を確立しようとする。

4．平和共存は賢本主義体制にとって最低限で現状維持であり，緊張の激化が未来のな

い破壊と，その生産力を上回る軍備を要求されることによって起り兼ねない階級斗争の尖

鋭化を防ぐという意味呑もつ。軍縮は平和巻確立する前提であるが，資本主義体制は「平

和の踏み絵」の前で大きな困難に直面する。「合衆匡ほこおいても計画瓢 徐々に湛められ

【
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る軍縮は可能である」が「共産圏における軍縮は，技術的な算術に過ぎない」という国連

専門賓の報告は，戦争と体制のつながりを間接的に指摘していることにもなる。しかし，

社会主義体制にとっても，平和共存に問題がないわけではない。現状椎持が，植民地従属

国の民族解放斗争を否定しかねないからである。

5．平和共存の思想は究極兵終が生んだものではない。兵器を手にした人類が，自己の

状況を洞察した時に到達した思想である。この思想を力にし，安定した平和を作り出すの

も人類である。平和が，とりわけ体制と深い関係をもつことを考慮すれば，平和共存が安

定した平和に変る条件は，平和巻脅かす体制の弱化に求めなければならない。

6．平和共存は，それぞれの体制が，自国と，アジア，アフリカ，中南米に拡がる広大

な後進地域の住民の民生の安定と向上に，どちらがより貢献しうるかという課題を提供し

ている。今日の平和の危機を，一一層破壊的にしている巨大な生産力や，高度な科学技術を

駆使して，人寮の繁栄に貢献するという競争は，二つの体制の「双方の輝かしい勝利に終

る可能性さえ残している。」

反省と問題点

平和を現実の，従ってそれだけ困難な問題として考えさせるこさ．は一応出来たと思う。

しかし，平和が万人の願いであり，その価値が，かつてないほど大きな今日では，現実を

直視する研究を，いわゆる研究の段階にとどめ，今の教育に相応しく位置づけることが，

いかに難かしいかを改めて痛感した。「j山の中に平和を」という考えが，それなりの安易

さで，しかし飽くことなく繰り返される意義もその辺にあるのかも知れない。

講 演周

『ユネスコの貰動について」 ユネスコ国内委員数育課 彦 坂 春 吉氏

ユネスコと申しますのは国際連合の専門機閑で，英語で申しますとUnitedNationEdu－

cationalScientific and CulturalOrganization と申しております。

私共は，国際理解とか平和とか言っているのですが，皆さんは，戦後，平和の問題で世

界的運動，組織にどういうものがあるか考えたことがございますか。私共，12年前からユ

ネスコの実験教育をやっているのですが，以前に，青少年が，平和という問題にどのよう

な認識を持っているのか調べてみたことがございます。そのときに出てまいりました大き

な答が四つございました。一つは，「私は世界連邦というものを知っている」と答えた者

が3％位ございました。二つめは「M．R．A．を知っている」というものが3％，その次

は「国際連合を知っている」で48％，それから「ユネスコを知っている」が30％ございま

した。戦後，平和という問題についての世界的組織，運動で大きく考えられるものはその

四つのものであると私共も思っております。世界連邦と申しますのは，世界は一つである，

一つの政府のもとに世界が一緒になって馴ナば対立もなくうまくゆくのではないかという

考えで起ってきたもので，籍2次大戦後スイスに虫こり，現在日本の掛川秀樹先生が会長

をしていらっしゃいます。これは世界憲法を持ち，その下に立法，司法，行政といった三

権をそなえまして平和を守ってゆこうとしております。それからM．R．A．と申しますの

は，第1次大戦の後オックスフォード大学学生から起ってきた運動で，日本語で「道徳再

武装運動」，つまり平和を守ってゆくには武器で武装するのではなく，徳目で心を武装す

るという言わば宗教的な革命運動です。あとの国際連合，ユネスコというのは，この世界
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連邦，M．R．A．というものとはっきりと異なっていると思うのですが，世界連邦，M．R．

A．というのは個人の資格で集まってきたもので参加国も少数です。そして国際連合，ユ

ネスコというのは世界各国が国として参加している組織なのです。

さて，ユネスコのことですが，1946年，今から19年前にできたもので，現在117の国が

参加しておりまして国連の114カ国よりも多い。世界で一番大きい組織です。この前の籍

13回総会では，1965～66年度の予算が4，800万ドルでおよそ173億円の予算が決まりまし

た。日本も4億5，000万円ほど出しております。

それでは一体国際連合とユネスコとはどこがちがうのかと申しますと，国連というのは

袋田安全辟障という考えから各国がカを合わせて平和を守ってゆこうというもので，時に

は武力を使ったりもしますが，その前に勿論話し合いによる解決をしようという組織です。

ユネスコというのは，そういった政治的，軍事的，経済的なことではなく，教育，科学，

文化の領域を通して国際理解と国際協力をすすめ，世界の共通の福祉に頁獣して，平和の

基礎を築いてゆこうとしているわけです。国連とユネスコのちがいは一口で言えば医者の

言う治療医学と予防医学のちがいで，国連には治療医学が，ユネスコには予防医学が相当

するわけです。

ユネスコには各国の髄金による金の他に，国連から5，000万ドル近くの援助金が入り，

その金を各国にばらまいて使うわけですが，何に一体その金を使うかと言いますと，一番

多いのが教育関係の費用で3劉ちょっとの金があてられ，自然科学の費用が3剖ちょっと

かける位，その他文化のためにあてられています。こ1ネスコの仕事というと何をやっても

ユネスコになってしまいそうですが，ユネスコの仕事には一つのしんみたいなものがあり

まして，三つの柱，テγマがあります。一つは「他の国を理解する，相互理解」それから

「人権の尊重」「国際機閑の研究」，この三つが柱になっているわけです。特に力を入れて

いる教育活動はどういうことを重点にしているかと申しますと，「世界中の義務教育をさ

かんにする」l‾基礎教育（文盲退治）」「国際理解教育」の三つが主な活動になっているわ

けです。義務教育の問題につきましては，ユネスコでは，アフリカ，ラテン◎アメリカ，

アラブ諸国，アジアの4地域の義務教育拡大計画をやっております。アジアについてみま

すと，1961年から1980年までの20ケ年の問に，アジア加盟各国20ケ国に最低7カ年の義務

教育をひこうとしています。これには20兆3，000僚という膨大な金がかかり，何十万という

先生の育成，学校建設と大変な仕事なのです。それからもう一つの基礎教育の問題につき

ましては，世界中の15才以上の大人（成人）の申に7僚の文盲者がいるといわれています。

これは大人の2／5にあたり，これがいるかぎり，国際理解というものはできないのだという

考えから，文盲の撲滅ということが大きくとりあげられています。義務教育，基礎教育の

二つの面にユネスコは低開発国援助ということで大変カを入れているわけで，日本もこれ

を助けるという立場からこの仕事に協力しているわけです。三番目の国際理解教育の問題

については教育の内容改善ということから，色々と世界中に呼びかけてこの10年間やって

きたわけです。日本も10年前から参加しましてこの駒場付属高校も含めまして，現在世界

中で300校，48カ国から50カ国位が参加して国際理解教育の研究に励んでいるわけです。

3本の柱のいちばんもとになる考え方があると私は考えているわけですが，ユネスコの

やる仕事のもとになる考え方というのはユネスコ憲聾の前文にあらわれているわけです。

「戦争は人の心の中にはじまるものであるから平和のとりでは人の心の申に築かねばなら
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ない」というのがユネスコ憲章のはじめなのです。今の最高裁長官の横田先生から咽界

申で，経済的政治的とりきめで，やぶられなかった条約，協定はない」ということをうか

がったことがございます。つまり横田先生のおっしゃるのは，そのとりきめを結ぶ基礎に

精神的つながり，信頼がなければとてもいけないのだということなのですが，そういった

ことがユネスコ憲章の申に，前文の中にあらわれているわけです。「戦争は人の心の申に

・‥・‥」にひきつづきまして「つまり政治的経済的とりきめのみに基づく平和は永続しない。

人類の知的及び精神的連帯の上にきづかれなければならない」ということが書いてありま

す0つまり，ユネスコは政治的経済的とりきめの基経になる心のつながりをつくっていか

ねばならないのだということを言っているわけです0またその少し先に「相互の風習と生

活を知らないことは疑惑と不信をうみクひいては戦争になる」○先の戦争は「無知と偏見を

通じて人間と人種の不平等という教義を広めることによっておこった。」このように他国

の理解と人権の尊重が争いをなくすもとであるということを広めるということをやって欲

しいと言っているわけです。勿論国際機関，つまり国際連合とその13専門機関を勉強し，

それに協力していただく，これが国際平和を守っていく基礎であると考えられるわけです。

講 演望

「国連と世界平和」 毎日新聞社 山 内 大 介氏

勤務先の国連から帰ってまいりまして，もう1年半になります。1960年から1963年の8

月までニューヨークの毎日新聞の特派員として滞在しておりまして，国連の動きを細かく

見てまいりました。

ご存知の通り，国連，つまり‾政界の議会は誕生以来，今年で20才を迎えます。誕生当時，

51カ国の加盟国から成り立っていたのが，今では114カ国と2倍以上に大きく成長してい

ます。人間で言うなら成年式を迎えるというわけで，身体も大変大きくなりましたし，体

質も音の子どもとはちがって筋骨たくましい立派な青年になったわけです。それだけにい

ろいろなむずかしい問題巻かかえています。つい最近では，インドネシアの脱退という事

件が起こりましたし，また，去年の11月9日から開かれております籍19回総会でも，国連

の分担金問題をゆぐってアメリカとソ連側との対立があり，そのために通常の投票を行な

うことができないというような，変則的な形の国連総会が閃かれています。さらにこの国

連総会が今後直面する大きな問題のかとつとして，中国の代表権問題というのがあります。

これには昨年の10月に，ソ連のフルシチョフ首相の退陣問題が起こったのとあい前後しま

して，中共が遂に核爆発実験に成功するというような事件がからまっています。これをき

っかけにして，中共を国連に入れるべきだという論議も今まで以上に活発になっておりま

すし，今年は無理としても，20回総会には中共加盟という方向が急激に出てくるのではな

いかと言われています。このように20才を迎えようという国連が歴史始まって以来最大の

難関に直面していると言えるわけです。

今，国連で問題になっている分担金問題について，それがどういう意味を持つものであ

り，どういう経緯によるものであるのか少し話をしてみます。

国連の経費は，各加盟国の怒金によってまかなわれています。そして通常の経費の他に，

世界に大きな紛争が起こった時に特別の出費が出てまいります。その良い例が1960年から

始まりましたコンゴ動乱，またその4年前のスエズ動乱のときにありました。つまりこの時
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派遣された国連軍の資メ削ま，通常経費に入っでいなかったのです。そこで出兵費用をどん

な形で出すかが問題になったわけです。世界的な関心をよんだこのスエズ，コンゴ動乱に

ついては，結局，第17回国遵総会が通常の国連経費と同じ扱いにすべきであるとして，つま

り通常の経費に含めてしまいまして，これをそれぞれ決められた分担比率によって負担す

べきだ，要するに国連加盟国の義務費であるということに決まりました。これに対して文

句を言いましたのがソ連はじめ，共産国，フランス，その飽南アフリカ連邦等であります。

ソ連の言うには，スエズの時には国連安全保障理事会で国連軍派兵の決定ができなかっ

たすきに，緊急国連総会がそれを決定してしまった。それは国連憲章で定めた理事国の拒

否権を無視している。また，コンゴの時には安保理が派兵をきめたが，当時の国連事務総

長のハマ什ショルドが，はじめの申立，公正な立場からだんだん西欧側に低いた。だから

いずれも国連憲章違反である。というわけで分担に応じない態度をとっております。ソ連

の兵意としては，スエズにせよコンゴにせよ，西欧植民国が自分達の利益を守るた捌こ勝

手な戦争をやって勝手なやり方で収拾した。それなら自分遵が直接責任をとって，費用も

自分遥だけで分担したらどうだということです○

今，国連の赤字は1億3，000万ドル位残っておりまして，未払い分を放任しておくと国

連の台所が苦しいのみならず，今後の各国に及ぼす膨轡もはかり知れないもので，なんと

しても払ってもらおうとする動きがアメリカ中心に強いわけです。さて，国連窟草に，国

連経費を2年分以上滞納した国は総会での投票権を持たない，という項がありますが，ア

メリカがこれを楯にとりまして，ソ連には投票権がないのだと言うわけです。こういう対

立のまま総会を開くとはじめから問題が出てきまして，議場の混乱は必至です。そこで妥

協案が出てきて，～一時的に，一切票決巻必要とする問超はあとまわしにし，議長の選出そ

の他は舞台裏工作で話をつけることにしてすべり出したのが，12月1日に閃かれました籍

19回国遵総会だったわけです。

そこで，また出てきたのが安保理の非常任理事国の問題で，当事国は年内に任期が切れ

ます。そこで，どうしても改選をやらなければなりません。結局，国連議場の外の総会議

長の部屋で非公式の投票がありまして決まりました。その中にマレMシアが入っていたこ

とが，マレーシアと仲の恋いインドネシアの国連脱退問題となったわけです。

やがて第19回絵会が直面しなければなりません中国代表権問題というのは，国連の大き

な問題のひとつですが，これはどういうことかと言いますと，6億5，000とか6磁8，000、

場合によっては7億の戌と言われます中国本土の中共政府が，いまだに国連の議場から閉

めだされているという状態がおかしなものに見えるわけです。これは確かに7位の民と，

あの広大な地域を支配しております中共が国連から閉めだされているのはおかしい。当然

国連に入るべきです。ところが，中共加盟というのが中国代表権問題でして，結局新ら

しく中共が国連に入るという問題でなく，現実に今，中国というのが国連に議席を持って

いるが，その議席を代表するのが中国本土にある共産政権であるのか，それとも昔ながら

に中華民国と呼称している台湾の国府政権であるのかという問題なのです。問題は，びと

つの議席をどちらが代表するかという形になっているところにあるわけでして，しかも中

共側も国府側も二つの中国は認めないという言い方をどちらもしていて，南方とも入ると

いうことを許さないというのが当事国の立場なのです。そこへ持ってきて，たかだか人口

1，100万人位の台湾にしがみついている国府などは無視しても良いじゃないかという新興
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諸国が強くなってきたため，匡を府を追い払って中共を入れろという主張が強くなってきま

した。もうひ、とつ，今まで中共の国連加盟に反対してきた因も，去年の10月に中共が遂に

核実験に成功いたしまして，いわば雪枝の濁二をもったという状態ですので，国連という世

界の議場の外に野放しにしておくよりも，国連の申に入れて監視した万が有利ではないか

という意見も出ております。しかし9 アメリカは依然として中共を認めない立場をとり続

けようとしていますし，日本もそれにカを貸そうとしていますが，いずれにしても中国問

題というのは波及するところが大きく，一山…一朝一仙一夕にひとつにしぼるという形では解決でき

ないのが現状です。

この他に，今学 田遵が直面している問塩はいろいろありますが，特にこの2，3年釆，

大きな問題となって来た南北間超というのが，これもまた，日本の役割ともからんで注目

されております。

今後の日本が考えねばならぬことは，今の段階では必らずしも壬ヨ本の利益に直接的には

国連が結びついているようには思えませんけれども，戦後20年，いろいろ問題もあります

し，これからもあるでしょう。この国連も世界平和という点では確かにひとつの人事誤史に

ない役割をになってきたわけでして，自国も生き，他国も生きるひとつの大きなよりどこ

ろが国連だと考えて9 やはり国連中心主義というのは，決して意味がないのではないとい

うことを充分認識しなければならないと思います。

詭 演詔

「核緒代、科学」 教育大物理学教室 中 村 洪 介氏

核時代の自然科学の託ということですが，20牡紀も65年たちまして，私達がどういうこ

とを中心的な問題として，毎日研究をすすめているかということを中Jbにお話ししたいと

思います。

現代物理学の最も中心的な問題の】一つは，物質がどんな構造のものか，それを決めるこ

とにあるといってもかまいません。我々は見たところ以・様に連続的に見える物質でも，実

は，それが非常に小さな原子からできあがっていると考えています。物質が非常に小さな

原子からできあがっているという考えは，何も今世紀になって始まったことではなく，遠

くギリシャの哲学者も考えていたことです。例えばェンペロクロースの4元素説等があり

ます。これは今日からするとあまり科学的〉1三はないのですが，物質が何かある一つの単位

から成り立っていると考えました。こういう考え方は今日の20世紀にも生きています。し

かし，私達母物質観はそう古いままのものではないことは，ギリシャの哲学者の例をとら

なくとも19世糸己の学者と比べててもわかります。19懲婚己の物理学者はどのように原子を考

えていたかといいますと，原子はこれ以上分割できないものであるとしていました。20世

紀に於ては，原子はこれ以上分けられないというものではなくて，もっと小さい，より基

本的な粒子から構成されていると考えられています。

即ち，原子には，中心にプラスの電気を終った1偶の核があり，この核のまわりをマイ

ナスの電気を持った電子がとりまいています。この原子核の大きさはといいますと，原子

の大体1万分の1位の小さな半径を持ったものです。電子というものが，大きさを持って

いるかどうかということば，まだ明らかにされていません。

少し対象を小さい方にうつし，原子核の構造を調べてみましょう。原子核にはいろいろ
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な重さのものがありますが，その重さは大体においで，一番軽い水素原子核の整数倍で

す。その電気量も水素原子核の電気量の整数倍です。例えば，ヘリウムの原子核の重さは

水素原子核の4倍，電気量は2倍という整数値をもっています。このことは，原子核が何

か基本的な粒子，例えば水素原子核の何個かの集まりではないかということを考えさせま

す。つまり原子核というのは，決して分けられないというのではなく，より基本になる単

位のものがあって，その何個かから成り立っているのではないかということを暗示しま

す。これを裏付ける実験的事実として，原子の放射能の問題があります。例えば，ラジウ

ムの原子核はヘリウムの原子核を自然に放出し，自分はラドンという原子核にかわり ま

す。そういう現象が，実験から或は観察の結果からわかっています。最近では更に，人工

的に原子核をぶつけてこわしてしまう実験が行われています。水素原子核やヘリウム原子

核を使っての実験は，かなりやられています。また，非常に最近ですが，これより重いリ

シウムや酸素の原子核をぶつける技術もつくられています。

さてこのように原子核をぶつけますと，多くの原子核はまた，ここからヘリウム原子核

とか水素の原子核とかをとび出させます。これを核反応といいますが，こういう反応ばか

りでなく或る時は，電子や光がとび出してきたりすることもあります。

1932年にイギリスのチャドウィックは，ある原子核にこういうものをぶつけて反応を起

させたところ，これまでに全く知られていなかった新しい粒子がとび出すのを観察しまし

た。その粒子は，重さは水素原子核とほぼ同じだが，電子は持っていない，中性粒子とい

うものでした。この中性粒子の実験から，すべての原子核をつくっている構成粒子は，水

素原子と，新しく発見された中性粒子とからできているのではないかと考えられるように

なりました。そこでこの2つの粒子は，物理学者により水素原子核は陽子，中性の粒子に

は中性子と名付けられました。しかし先ほど，原子核を攻撃するとき，ある時は電気や光

がでてくるといいましたので，原子核の構成要素に電子も含まれるのではないかと考える

人がいるかも知れません。原子核の申に電子があると考えることはいろいろ困難な点があ

りますので，今日ではそういう考えはできません。電子がでてくるのは，電子が原子核の

申で新らしくつくられて出てくるのであって，もともと原子核の申にあったのではないと

考えられるようになりました。こうして現在では，原子核は陽子と中性子からつくられて

いると考えられています。何度も申しますが，原子核のうち1番かんたんなのは水素原子

核で，陽子1個からできていますので，構造とか何とかの問題はありません。2番目に簡

単な原子核は重陽子と呼ばれるもので，陽子2個，中性子1個からできています。そこで

陽子1個と中性子1個からなるということば，どういうことを我々に教えるか考えてみま

しょう。2つの粒子が結合して1つの原子核をつくっているのですから，その為には，何

かお互いの間に引き合う力が働いていなければなりません。この中性子と陽子の問の力の

性質について，ラずフォ【ドやその他多くの人の実験により，今日，明らかにされていま

す。即ち，中性子と陽子の間には，万有引力或は電気的な引力よりももっと強い力（大体，

電気的力のざっと50低位）が働いていること，更にお互いの力の及ぼし合う距離は非常に

小さいということです。またそういう力は腸子と尚子との間にも，間接的には中性子と中

性子の問にも働いていることが明らかになりました。この力を我々は核力と呼んでいます。

核力の大きさ，その到達距離が今日明らかになってきたので，原子核の構造はだいぶわか

りやすくなってきたわけですが，理論的問題は数学的にかなり困難です。原子の構造は小
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さな太燐系にも等しいのですが，原子核の構造は，あまりそれに近くないといえます。だ

から原子核の構造がどういう具合になっているかということは，今日，第一線物理学者の

等しく興味あるところです。

原子核と原子の違いの大きな点は，原子はかなりすき問の多いものですが，原子核は中

性子と陽子がかなりピッシリつまっていて，それを通りぬけるのがなかなか難かしいもの

です。だから原子核を非常にネバネバした液体のように考える人もいます。こう考えます

と，核反応も，ちょうど液体を熱して分子が蒸発する現象と同じように理解することもで

きます。つまり原子核に他の原子核をぶつける時，かなりのエネルギーを持っているので，

液滴を熱するが，全て一様に熟せられるというのでなく，たまたま特定のものに熱が与え

られることもあり，そうしたものが外にとび出すということです。原子核を人工的に転換

させる方法は，このような機構によって行われます。そのときの弾丸は主として中性子を

つかいます。

さて，次の問題ですが，放射能の詰に入ります。先ほど，α粒子を外に出して自分は別

の原子核になる例をあげましたが，これをα放射能といい，電子を外に放出するのはβ放

射能といいます。電子はすでに述べたように原子核の申に最初から存在していたわけでは

ありません。それにもかかわらずβ放射能を持つ原子核が存在するのは何故かということ

は，1933～35年頃の物理学者の興味ある問題でした。これに解答を与えたのが，日本の紛

川博士の中間子の発見です。新しい粒子（中間子）を導入して，核力とβ放身婚巨との現象

を統一的に説明しようとしたところに偉大な点があります。こうして，かなりの程度まで

原子核の問題は明らかにされました。しかし原子核の問題は，今日でも完全にはわかって

いません。日夜，物理学者のとりくんでいる関越ですが，それと併行して，最近では原子

核のエネルギーを取り出す応用面，技術面での進歩があります。核分裂，融合反応などの

改革がすすんできまして，例えば原子力船や原子爆弾などもつくられています。

しかし，大事なことは，結論的に申しあげますと，我々はとかく新聞などの大きな活字

にばかり注目し，あまり背後の意味がわからないのに，いろいろ発言することがあり ま

す。しかし，こうしたやり方は科学的ではありません。平和の問題，エネルギーの利用方

法を考えるときでも，いつでも基本的な考え方をするようにし，今迄の多くの人々の努力

が，どうすれば一番有効に明日の科学の進展と結びつくかということを，ひとひとりが考

えねばなりません。

重ねて強調することは，新聞や何かの大きな見出し等にふりまわされるのでなく，自分

自身の考え方をもって，いつでも科学的な立場というものを失ってはいけないということ

を申しあげたいと温います。

講 演篠

「宗教と平和」 教育大学教授 山 本 光氏

私が今日お話し申しあげたいと思っているのは，別に，世界中が仏教徒になれば平和が

来るとか，そんな変なことを申しあげるつもりはありません。あるひとつの宗教に入って

いれば病気もなおるし，金持になるというような，そんな妙なことはあるはずがないと私

は思います。柄気をなおそうと思えば，これは自然科学，特に医学の力を借りるのが当り

前ですし，貧乏をなくそうと思えば，社会科学を勉強したり，社会のいろいろなしくみを
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できるだけさぐっていき，政治の力をもってなおしてもらうのが当り前ではないかと思う

のです。しかし，みんなが病気もしないし，貧乏の苦しみもないとそれぞれ良いかという

と決してそうではないと思うのです。スウェ【デンなんていう国が非常に福祉施設が進ん

でいるそうですが，それにもかかわらず老人の自殺が世界一・多いと聞いています。自然科

学，社会科学とか，あるいは政治という領域と別の領域を宗教が持っているのではないか

と思います。だから決して矛盾するものでもないし，別に，けんかして縄張り争い巻する

ものではないと思っています。ただ今，領域が違うということを申しあげましたが，諸君

が勉強しておられる自然科学でしたら，自分というものに対する外界，ま凱 主観と客観

といいますか，そういう自分に対する外のものを観察したり実験してみたりして，それか

ら原理を出してくるものです。それから，思想のようなものですと，抽象的な概念をとり

扱っている。ところが宗教というのはそういうものじゃないんですね。宗教というのは個

人個人の体験なんです。生きた体験でなくてはならないわけでして，体験ですから勿論個

人のことということになると思います。

たとえば，お釈迦様の胃袋で「天上天下唯我独尊」という言葉がありますね。これは，

天】ヒ天下，ただ俺だけが偉いんだ，というわけではないと思います。ほんとうの‡∃分とい

うものは天地字J蔚と一体のものなのだというわけです。そういう言葉だとか，兵宗の親鸞

上人も「歎輿抄」という有名な本の申で「弥陀の志功鼠惟の緻をよく案ずれば，ひとえに

激増一人がためなりけり」ということを書いています。衆生全部を救っていくという弥陀

の願いも，よく考えてみると，親惣一人のためだったというようなことを言っているわけ

です。禅の申では，唐の時代に百丈と言う有名な坊さんがいるのですが，この古文禅師に，

世の中でありがたいというのは何だろう，というような質問をしていった時に「独座す大

雄蜂。」何がありがたいといって，自分がこの日文山大雄蜂にデンと座りこんでいること，

自分が今ここにこうしていることが一番ありがたいことだと言っています。このような言

柴をひっぱってきましたが，自分自身ということが問題なんですね。宗教では，自分ひと

りの生きた体験というのが大事なんです。

体験というと，一体何を体験するのかというようなことにもなるわけですが，釈迦が霊

矧¶！－！で説法したときに，金婆浮華という花を手でもてあそんでにっこり笑ったという話が

あります。そして，馴、てた人達には何のことか判らなかったのですが，多数の弟子，た

とえば多聞第一一の阿賂容貌智恵欝一といわれる舎利弗（シャリホツ）など大勢いる申で

体験や実行を尊ぶ迦菜尊者ただひとりが，それを見てにっこりと笑ったというのです。そ

れは言うに言われぬものがあるのです。この時の釈尊の言葉の申に「不立文字，教外別

伝」という言葉があります。これは文字にとらわれていては駄目なので，元来，教えるこ

とのできないものなのだということなのです。

よく総念無き怨，三昧などと言いますが，体験するというのはこういうことを体験するの

です0これは夢我夢中というのとは違って，ある程度余裕があるといいますか，何か突発

的な事故が起きたときにも，それに応じるようなゆとりがあるのが，紬念鰊恕ミなんだとい

うことです。

村松杓風氏の話なんですが，清水の次郎長が叩澄のうちに輿剣勝負を何十ペんとかやっ

ているんですが，別に剣術も何も知らないのに，あまり負けたことがない。そ・の秘訣とい

うのは，2人の刀のきっ先がふれる位近くなった時に，相手の刀のきっ先にちょっとさわ
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っでみて，その時にグッと押しかえしてきたら，その瞬間に相手をたたっ切ってしまうと

いうのだそうですが，中には刀でちょっと押すと，まるでのれんに腕おしっていうんです

か，さっばり手応えのないのがあるそうですが，そういうのは，もう非常にできる人間な

ので，そんな時には刀をひっかついで逃げちまうというのが秘訣なんだそうです。それは

何故かというと，そういう の心は自由でとらわれていないというんですね。どこにも

気持がとらわれていないということなんです。とらわれることのない心，そういうものを

沢俺禅師は「無住」といっています。

それについて面白い話がありまして，徳川吉宗時代の本で「格の妙術」という本がある

んですが，その中で9 ある剣術家の家でねずみが出て‡司るというので，ねずみとりの上手

な猫をたくさんつれてきたところが，どの猫も失敗してしまう。そして最後に，老いぼれ

た古猫をつれてきたところが，それがねずみをつかまえてしまった。そしてその紡が言う

には，自分がねずみをつかまえられたのは，全然作意がない，無むむでもって自然にやって

いるからであると言ったそうで，ノ他の猫がなるほどとうなずいたそうです。そして最後に

「何を敵なく我なし」ということに苗猶が答えて「残なければ敵なし」というんですね。
まこいたい プこぐい

「敵というのはもと対待の名なり。陰院水火の琴iのごとし。およそ物形象あるものは必ら
かぇ二、ら

ず対するものあり。我が心に象なければ対するものなし。対するものなきときはくらぶる

ものなし。これを敵もなく我もなしと言う。心と象とともに忘れて浮然として無招きなる時

は和して一なり。」あとの方に「この心滞然として鰊事なる時は，世界は我世界なり・…‥」

まあこんなことを書いてあるんです。

放というような感じがあるときは，なかなか平和というようなことは難しいことで，相

対する敵という感じのなくなること，そういう気持を体験するということが禅の根本なん

でして，そういう境地に立って，もう〟一度世の中を見i司していきたい。そういうことが，

乎和ということを考えるびとつの立場でもあるのではないかと申しあげようと思ったんで

す。

どうして，そういう風になれるかと言うと，禅というものは，そのひとつの方法として

座禅姿勢を正す，息をととのえる，そんなある墾にはまったことをしているうちに，外界

と自分との対立がなくなる境地というものを体験できるわけで，これは誰でもいくと思う

のです。気を静めているうちに無念松組というようなところにいく，だが，ただそれだけ

ではちょっと物足りないのです。そうやって気が静まったときになにかきっかけがあって

バッといこう，なるほどこれかということを体験することがあるので，私 F うのはその

体験なのですね。これは禅だけでなく，宗教というものはみんなそういうことを言ってい

るのではないかとj蔽うのです。人間というものは赤ん坊のときには，自分も他人もないわ

けで，それがだんだん，この5尺の身体だけが自分で，あとは外界だと思うようになる。

キリストも言っていますが，赤ん坊の気持ちにならなければ天国には行けないというよう

に，一度，自他のない境地にかえってみて，この立場から，科学を使い，政治を行うよう

にあらゆる努力をするということが，平和実現のた捌こ必要ではないかと思うのです。

講 演5

「欧栄の若い世代の平和観につ。‘ぞ」 教 官 白 木 博 也

講演内容は，平和の問題で話して欲しいということでしたが，私自身，アメリカからヨ
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一口ッパに旅行して，平和というテーマで話し合ったことはなく，いろいろな人との人生
問題等の会話の申から平和に関連することがでてきたということです。ここで「平和」と

いいましたが，むしろこの言葉より「自由」という言葉の方が多くでてきました。「自由

のないところに平和はない」ということですから，平和ということのかわりに自由とおき

かえているのかも知れません。

話の順序は次にあげるように，アメリカから2人 イギリス人から2人…・‥という具合

に選び出し，ここでお話する諮の内容は，それら多くの人々との会話の抜すいです。

それでは一番初如こアメリカからいきます。ひとりはサンフランシスコのある絵かきで，

ウィーン生まれのユダヤ人ということで，非常にニヒリスティックな感じの男です。彼と

の話の申から，ユダヤ人は今でもヨーロッパ申から嫌われていることを知りました。アメ

リカもソ連も嫌いだが，サンフランシスコとニューヨークには自由があるから好きだと彼

は言いました。平和ということは口に出なかったが，自由を求めて住んでいるということ

で少し興味深く思いました。

もうひとつは，ニューヨークで会った黒人の話。不言実行型で，いろいろなことをして

いる男です。例えば，当時米国の大統領選挙の最中だったが，鳥人の中にはジョンソンも

ゴールド◎ウオータrも駄目だから棄権するというのが多かったので，彼は仲間といっし

ょに棄権防止のパンフレットをつくってまいていると話しました。またちょう度その頃，

南部の黒人2名が殺された事件が起り，これにも街頭で資金力ンパをやっていました。会

話の申に平和や自由のことばは出ませんが，実際に行動している不言実行墾といえます。

アメリカで2つの対照的な例（一方は消極的，他方は不言実行塑の積極的タイプ）をあげ

ましたが，次にイギリスにいきます。

あるホテルに泊った時のことですが，当時イギリスでも保守党と労働党の選挙が行われ

ていたので，そこの主人にきいてみました。ホテルの経営をしているので，一応プチブル

なので保守党かと思ったら「勿論労助寛が好きだ」と答えたので少し驚きました。「保守

党はもう何年もやったから，この辺で労働党にかわってもいい。とにかく，このままだん

だん生活が良くなっていけばいい」というようなことを言っていましたが，おそらく，労

働党も保守党も大差ないと考えているのではないかと思いました。

次にフランスのパリでのこと，ルーブル柔術館で会った人との会話です。前日，朝日ジ

ャーナルの記事で，フランスのレジスタンスのことが書いてあったのを覚えていたので

「あなたもレジスタンスをやったか」ときいたところが，「やらない。フランス国民はや

らなかった。もっとも指導者はやっていたが」という答えでした。また，彼は「ドゴール

も嫌いだしソビエト，アメリカも嫌いだ。とくにアメリカはインドシナでの下手なやり方

で面白くない」というのです。当時フランスの新聞には，連日のように「南ヴェトナムの

民衆はベトコンの旗をもっている」という段階にきていることを指摘していました。そこ

でのアメリカのヴェトナム政策の失敗を叩いていました。結局，フランスのいうとおりに

していればよかったのに，アメリカがよけいな手を出したというのです。また，本人は，

今の生活がずっと続いてくれるのが平和なことだというのです。しかし，今の状態という

のは冷戦の下での平和ということで，あまり意味がないのですが，とにかくそういうこと

でした。

もうひとり，フランスの若い学生と会ったときの話をしましょう。東ドイツと西ドイツ
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の境の町で会ったときの詣です。その学生のいうことには「ドイツ人はなんて馬鹿なん

だ0こんな状態で満足しているなんて。フランス人は今迄平和の為には何でもしてきた。

フランスでは政治的自由も共存している。」ということでした○実際，フランスでは政治

的自由は寛容であり，例えば，共産党の旗の横に右翼の旗が破られずにはってあったりす

るのをよく見ます。「ドイツ人は平和を犠牲にしてまでも反共強化になっている」という

ので，この人は資本主義嫌いだなと思って「好きな政治家は？」ときくと，すかさず「フ

ルシチョフ」と答えたのです。それから後にフランスに着いたのですが，その時にはフル

シチョフはもういなかったのです。そのようにして，次にドイツにうつります。

ドイツのペイショネン（ホテルより一段階級の低いところ）に入ったときの主人との会

話です。東ドイツの話になったとき「コミニエストの指導者はえらい。汚職をしないから

だ。エアハルトやアデナウアγは嫌いだ。しかし，コミュニズムは宗教を否定するからい

やだo」というのです。政治に対する失望はかなり強く，宗教に対しては非常に敏感でし

た。従ってドイツの分割の問題については何ら方策ももっていないということでした。

もうひとり，ドイツの汽車の申で，40がらみの男がやってきて「この山の向うは共産主

義の国，チェコだ」というので「共産主義好きかい」というと「いや嫌いだ」というので

す。話が音にもどってヒットラーの話になると「ヒットラーは惑い奴だ」と怒り顔にな

る。ドイツでは右翼がのびてきていると新聞などでいわれていますが，そういうことは少

しも見られませんでした。詣がヒロシマることになると，とたんに兵顔になって「アメリ

カは悪い奴だ」というのです。私が感じたことは，ここではアメリカもソ連もよく思われ

ていないということです。両方の谷間でつかの問の平和をえているのがドイツの状況だと

いうことでした。しかし両側にとってケネディだけは例外で非常に評判がよかったので

す。

今度はイタリアに入ります。ヴェニスの公園でビラまきをしていた大部年とった学生と

話しました。レーニンの演説している写兵の入ったパンフレットを持っていたので，共産

党の人らしかったけれど，その態度は，いかにもイタリア的で大らかな感じがしました。

ちなみにイタリアの学生のデモを見ましたが，陽気なもので，こうしたことからもイタリ

アの特色がわかりました。こうしたことは，もうひとつのイタリアの例からもわかり ま

す。元軍人の50がらみの男の人ですが，彼の哲学によると「資本主義と共産主義の南方の

いいところをとり入れればよい」というのです。日本ではとうてい考えられないことです

が，事実，キリスト教民主党というのがあります。

イタリアは終って，アメリカ人の夫とドイツ人の奥さんと会った時の詣です。いろいろ

話していて，最後に奥さんが「あなたを知って，日本をより理解しました。あなたもアメ

リカやドイツを知ったでしょう。世界の人がこうして，ブラブラ旅行ができたら世界は率

福です」といいました。非常に印象に残ったことばです。

次にカイロにいきまして，そこで一人の男と会ったのですが，宗教の詰になり，私が無

神論者だというとびっくりされました。「信ずるものがなくてよく生きていけますね。」確

かにエジプト人は貧しくても非常に生き生きしていると思いました。

以上で終るわけですが，これまで自由とか平和とかコミュニズムとかっいろいろなこと

ばが出てきましたが，平和というものに一面つながっていると思ったからお話ししたわけ

です¢
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講 演6

「最近 国際情勢起平和問題」 察京大学教授 坂 本 義 和氏

現在の日本では，平和ということが論じられるまでもなく自明のことであるようになっ

てきています。それは長期計画が立てられたり，親遵が子供の幼稚園の入園を将来の大学

入学ということまで考えて決めていることにもあらわれています。このように，平和とい

うことが，一力古なり立っているのは，どうしてなのでしょうか。今の平和というのは，何

によって保障されているのでしょうか。

今日の私の話はまず「『力の均衡。男が平和を保障している」特に「核兵器の均衡状態が

平和を膵降している」という考え方を取りあをヂてみます。

さて，力の均衡とは一体何なのでしょうか。この言董築は大変あいまいなままで使われて

いますが，よく整理してみますと三つの
った意味があります。

1．政策としての力の均衡一存在している国際関係の大枠を維持していくという目的

で手段としての力の均衡をはかる。

2．状態としての力の均衡一叫…世界の主だった大国の問の関係がだいたい均衡している

状態。

3．ごまかしとしての力の均衡一叫実際の，ある政策をごまかすために言われる。

この三つです。そして普通，力の均衡の意味するものは籍一義的には，軍事的な力のこ

とです。そして政策としての力の均衡は，例えば，白米安降体制とか，NATOなどの軍

事同盟とか，軍備競争などという形をとってくるのですが，これにどんな問題があるかと

言うと，ある国際関係を維持するた捌こ軍事力の均衡を椎持していこうという場合は，力

というものが，かなり正確に測れるし，比較できるということが前提となっています。と

ころが，国力などというものは，もともとはっきりしないものですから，その間で均衡を

はかろうとするには，いつでもこちら側を少し多捌こしておかなければ安心できません。

ところが相手方もやはり優越しようとしています。そ・こで，これが悪循環となって，第2

の状態としての力の均衡というものを絶えずこわしていくことになるのです。それにもか

かわらず，自分のとっている政策は国際的均衡のたかごあるとお互いに主張するのですが，

そうするとこれが第3のごまかしになるわけです。

このように，力の均衡政策はいつのまにか均衡状態をこわしていくのですが，結局，そ

れがカの均衡政策のとっている矛盾というわけです。それにもかかわらず，力の均衡が平

和に役立つと考えられているのはどうしてでしょうか。その考えがはっきりした形で出た

のがヨ【ロッパ甲歴史でいう1引立紀のことで，この時期に大変，この力の均衡政策がとら

れ，良い政策だと思われていました。それは，戦争という手段にうったえても，大国の問

の関係が大きく動かされることがないからで，大きな国のバランスを保つた捌こは，小さ

な国の独立などはどうでもよかったのです。そして，その頃，大国の問で徹底的な戦争が

なかったのは，ヨーロッパがイデオロギーという点で非常に似ていたからです。ヨrロッ

パは一つであったと言えるのです。国際社会の申で非常にちがったイデオローの対立があ

る時には，均衡ということは難かしくなりかす。現に，フランス革命後には，各国に革命

と反革命という考えの対立がおこりました。この二つは，どちらかが善でありどちらかが

意であるという関係です。各国の問に善悪の関係ができると，共存ということは許されま
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せん。そこで革命後のフランスを各熟ま徹底的にたたき，フランス革命のなごりのあるも

のは全部たたきつぶして，もう一度音の王様をつれてきて安心したいという終わり方をし

ました○ これは，基本的にイデオロギrのちがう場合に均衡ということは有り得ないとい

うことです。

戦後の歴史は2期に分けられます。それは，特に米ソ関係についてなのですが，1953年

までを第1期，その後を第2期としますと，籍1期の特徴はアメリカとソ連とのイデオロ

ぎーの対立が厳しかった時です。国際社会が全くちがった二つの世界観で，びきさかれて

いたのです。また，同時に，力の均衡政策が重なり合うことによって，東西間の数列な軍

備競争が行なわれ，朝鮮戦争という問題にまで発展しました。この頃には，戦争は避けら

れないと考えられていました。その考え方を端的にあらわしていたのが核兵器の開発です。

核兵解は，局部的でなく，全部を破壊するというものです。それを競争して開発していた

のです。これが，大体53年まで続いたのですが，53年頃からそれが少しずつ変わってきま

した。短期的には小さな戦争があるかも知れないが，長期的には平和的共存が可能になる

という前提に立った政策に変わったのです。これは1953年にソ連も水爆実験に成功し，ど

ちらにも相手巻皆殺しにすることができるようになったため，核兵器の今までの意味が失

われ，あるとすれば，戦琶争を避けるたゆの，抑止するためのものになってしまったからで

す。抑止という考え方が成り立つのはどういう場合かというと，一つは，アメリカの立場

で言えば，ソ連がもしアメリカを攻撃すればタ アメリカもソ連に全力を投入する。すると，

どうしても計算に合わないだろう。だから声 ソ連はそんなことをしないだろう。という考

え方に立っているからです。つまり，ソ連の政府，政治指導者が合理的にものを考えられ

る，ということ巻前提としているからです。ソ連の場合も同様です。

合理的にものが考えられるということは，一つには，政策をきめる人間が，ある政策を

とればどういう結果になるかを見通す能力を持っていること。二つには，見通した結果を

望まないということです。壬札止という考えの前提には，自滅の危険をおかすことはないだ

ろうと考え方があるのです。

要するに，アメリカもソ連もいろいろな意味でイデオロゼ【が違うというけれど，最終

的には，アメリカも民主主義だと言っているし，ソ連もこちらの方が本当の民主主義だと

言っています。マルクス主義から考えると，資本主義的民主主義は本当の民主主義ではな

いのですがタ いずれにしろ，どちらも民主主義だと言っていることは共通です。

これは最終的には，政治の聴力が国民に対して責任巻負っているということで，そのこ

とについては，アメリカもソ連も共通している。それが前提なのです。そういう意味で，

核兵器が出現したことだけでは，力の均衡とか平和が生まれてくることにはならないので

あって，核兵器をもった力が最終的に民衆に対しで責任をもつということを受け入れてい

る国であるということにより，平和共存が生まれてくるのです。

講 演謬

「軍縮問題」 朝日新聞社論説委員 渡 辺 誠 毅氏

軍縮という言葉には二つの定義がある。即ち，Arm Con七ご01to Disarmamentの問題

である。Aてm Controlそのものは欝僻管理ということであるが，この究極の目的は軍縮

（d主縦狐ament）ということである。翠滞管理ということは，アメリカの唱える軍縮方法
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の一形態で，アフリカ諸国等を非核武装地帯と指定し，ここに核武装また，核兵器持ち込

みを禁止しようというのである。この非核武装地碍のより多くの設置が，世界の緊張緩和

への一志向となるのであるという。アメリカはソ連のいう徹底的完全軍縮よりは，非核武

装地帯の設置，核実験の禁止という前提条件を設定し，そこで問題を解決しようとすると

ころが，ソ連の見解と異なる。アメリカの言う軍縮は，このような軍備管理を含んでいる

ということを頭にとどめておく必要がある。

軍縮の概念とは何か？ 軍縮には核兵器の軍縮と通常兵器の軍縮がある。また完全軍縮

と部分軍縮がある。今日，東西交渉の問題となっているのは，この核兵器の軍縮と通常兵

器の軍縮を一本に合わせた全般的軍縮のことである。

それでは，軍縮の根本的目標は何か？ また，現在目標とされているところの全面的軍

縮の根本目標は何か？ 即ち，世界の状態が次のようになる事である。どの国に於ても，

軍備をなくし国内における治安維持のための警察権力を持ち，国際間の紛争を武力で解決

しないのだ。今までのような武力解決でなく，国際法を世界全体に通ずる世界法とし，ま

た，このような世界法を新に作り，それに伴い，世界法を守るた捌こ国際平和維持軍を確

立しようというのだ。そしてまた，国際司法裁判所の審判に重要性と強要性を持たせよう。

このようなことの実現は可維であろうかという問題が出てくる。しかし，この実現が人

間文明のた捌こ是非必要であるなら，やらねばならぬ問題だと思う。思うに，日本の明治

維新の時を見てみると，当時は各藩が武力（軍備）を持ち競い合っていた。そして，トラ

ブルを武力で解決しようとしていた。しかし，明治椎新が確立し，各清の軍備をなくし，

その代りに警察力の設置によって日本をまとめあげた。このように近代的法治国家の確立

により，各人は生命財産を守られるようになった。この例を見ても，これを世界にあては

め，一本の世界的社会法に服従し，国際警察軍の設置，強化によって現代の問題が解決で

きないだろうか。また現在の原子力時代に於て，これらの努力なしに生きのびることは不

可能だと思うのだ。

しかし，各国の首脳者の考え方は，戦争回避のために核兵器を持つのだとしている。即

ち，相手国に対する心理的（脅威）効果を狙っているわけである。この考え方は正しだろ

うか？現在だと計画的戦争は起らないとしてもタ 錯誤によって戦争が起る可能がある。

ベトナム紛争をみても，極地戦争だけでなく，だんだん大きくなり，ちょっとした錯誤に

よって大戦争になる可能性がある。

現在18か国軍縮委員会が行われているが，成果は上がっていない。しかし，軍縮提案も

初期の頃とは大分違ってきている。今日では，米ソ間で完全全面軍縮提案を出し合い，そ

れを条約案の形に持ってくるのだが，米の軍縮提案とソ連のそれとつき合せてぴったり行

けば問題はないのである。が，今の段階では，趣旨だけは同じだが，部分的なことについ

て一致しないのである。しかし，従来の部分軍縮の考え方が去って，完全軍縮の方向に向

っていることは確かである。
現在の軍縮には二つのテーマがある。

1．両方の完全軍縮条約を検討して，一本にしぼろうという方向。

2・非常監測所を相手国に設置して，各国で軍隊が結集したりする状態を事前に知り合う

組織を持とうという方向。これによって奇襲攻撃の不安がなくなり，国際緊張もなくなる

だろうと考える。
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アメリカは1・の問題では今日国際紛争が絶えないので，一挙に完全軍縮に持って行こ

うとするのは無理であるとし，2．の方に主な狙いをおいている。

今年に於ける軍縮のテーマは次のようなものである。1964年に中共の核実験が行われた

が，このような各国の核兵器保有拡散を防止しようとする動きが現われた。そのためには

1．核兵器保有国は非所有国に核兵器を与えてはいけないし，非所有国は欲しがってはい

けない。

2．他の国ばかりに核実験禁止を要請し，自分の国では地下爆発の実験をやっていたので

は効果がない。（地下爆発の禁止）

3．核兵器の生産や技術を進歩させないようにし，そのための条約をつくろう。

4．大陸弾道弾を現在の質量に於て凍化しよう。

まず1．の問題。アメリカは核兵器の使用を大統領の権限にだけ委譲しておけば拡散に

はならない。北大西洋同盟に核兵器をやっても，米の大統領が発射する権限を持っている

のだから拡散にならないとするところに，ソ連との意見のくい違いができるのである。

2．の問題点。地下実験の禁止というが、その証拠がはっきりと残らないところに問題が

ある。アメリカは，いくらこの条約を結んでも秘密にやられたのでは効果がない，相手国

の現地視察の制度をつくろうと提案した。がソ連は拒んだ。ソ連は，アメリカ（同盟国）

によって自己が包囲されている形なので，この劣勢を秘密性（核兵器に関する秘密）によ

ってカバーしようとするのだ。

3．の問題点。原子兵器生産に於ける条約を結べば，当然原子炉の観測ということにな

り，相手に自己の秘密性を暴露する形になるのでソ連は反対した。

最後に，このような軍縮ということはなかなか難かしいが，これは一般的に見て何故だ

ろうか。

第一に大国間に今まで述べたような敵対関係と不信感が存在する。

第二に，米ソの軍事戦略的要巨馴こ於て，利害関係に相違がある。

第三に，条約を結んだとしても，違反する，即ち，相手をだます技術が発達し，それが

今日可能であるということ。

第四に，米の経済機構の問題である。アメリカの経済は，これる軍事的生産によって多

くの利益を受けている会社が多いということで，ソ連のいうように一挙に完全軍縮にもっ

ていくこと，即ち，軍事に関するもの全部を撤廃することができないのである。ここに於

て，米ソの根本的見解の相違が現われる。ソ連は一挙全撤廃，アメリカは現在の国際状勢

から見てもそれは不可能であり，できるものから解決し，Stepby stepの方式で軍縮を解

決していこうとする。この態度の相違である。
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儲乱 調 査 と 分 断

平和についての調査

1．平和とはどういうことですか。君の考えをかきなさい。

2．次のような経験がありますか。あれば○，なければ×をつけタ○をつけた場合はその

後の問に答えなさい。

a．平和について討論したことがある。

◎印象に残っているのは，どのような話題ですか。

◎その相手はどのような人ですか。（例えば，父，同級生など）

b．平和に関する本を読んだことがある。

◎書名と著者名を書きなさい。

C．平和に関する講演を聞いたことがある。

d．平和について，新聞の切抜きを作ったことがある。

3．次にあげた国の申で，平和であると思う国には○日］を，

を，どちらかわからない国には△印をつけ，

単に書きなさい。

a．日 本（

C．ソ 連（

e．中華人民共和国（

g．ドイツ民主主義共和国一東独（

i．スウェゲデン（

k．南アフリカ共和国（

m．コンゴゲ（旧べ領）（

）

）

）

）

）

）

平和でないと思う国には×印

そのように判断した理由を（

b．U，S．A．（

d．フ ラ ンス （

f．ドイツ連邦共和国冊西独（

h
・
1
J

ll

ス イ ス（

スペイ ン（

アルジェリア（

） n．アンゴラ （

）内に簡

＼、lノ

ヽ
．
ノ
、
、
－
ノ

「
－
ノ

ヽ
．
ノ

「
－
ノ

）

4．イ．現在の世界は平和であると思いますか。a．平和である。b．平和とはいえない。

（a．b．のどちらかに○印をつけなさい。）

ロ．その理由

5．現在の世界が平和になるために，必要なことはどんなことですか。

イ．次に噸位をつけて籍3位まで選びなさい。（ ）内に1．2．を記する。

（ ）軍備を撤廃する。（ ）軍備を縮少する。

（ ）核兵器を世界に公開して，特定国に独占させない。

（ ）核兵器の全面的禁止 （ ）人種的偏見や人種差別を撤廃する。

（ ）国境を廃止して世界を－・つのもの一世界連邦を樹立する。

（ ）大国が自重しで浜重に行動する。（ ）大国間の力を均衡させる。

（ ）一一つの強大国を作って世界を要せる。

（ ）人々のJ山の中に平和を打ち立てるように教育する。

（ ）宗教のちがいによる争いをなくす。（ ）宗教を広める。

（ ）世界を一つの体制叫資本主義にする。

（ ）世界を一つの体制叩社会主義にする。

（ ）植民地を独立させる。
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（）経済的に発展の遅れた国々を援助して国家間の貧富の差をなくす。

（ ）世界警察を作って監視する。

（ ）国連を強化して話し合いの場とする。

ロ．その他の適切なことがあれば書きなさい。

6・中国の核実験は世界平和にどのような穿饗があると思いますか。（a．b．c．のい

づれかに○印をつけなさい。）

a．平和にとって脅威である。 b，平和に役立つ。 C．静轡がない。

◎そう判断した理由を書きなさい。

7．イ．忍法第9条（戦争放棄）は改めるべきであると考えますか。

a．改めるべきである。 b．攻めなくてもよい。

（a．b．いずれかに○印をつけなさい）

ロ．その理由をかきなさい。

平和についての諏査（その2）

1．平和とはどういうことですか。その考え方で，前の調査の時と変ったところがあれば

それを書きなさい。

2．平和についての講義を受けた結果，次のa．b．c．に書いてあることを行いました

か。行えば○，行わなければ×をつけ，○をつけた場合はその後の問に答えなさい。

a．平和について討論した。

◎印象に残っているのは，どのような話題ですか。

◎その相手はどのような人ですか。（例えば，父，同級生など）

b．平和に関する本を読んだ。

◎書名と著者名を書きなさい。

C．平和について，新聞の切抜きを作った。

3．次にあげた国の申で，平和であると患う国には○印を，平和でないと思う国には×印

を，どちらかわからない国には△印をつけ，そのように判断した理由を（）内に簡

単に書きなさい。

a．日 本（ ）

b，U．S．A．（

C．

d．

e．

f．

g．

b．

・
1
．
・
ト
虹
L

m

ソ 連（

フ ラ ンス（

中華人民共和国（

ドイツ連邦共和国一西独（

ドイツ民主主義共和国一束独（

ス イ ス（

スウェrデン（

スペイ ン（
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n．アンゴラ（ ）

4．現在の世界は平和であると思いますか。次のa．b．c．のどれか，あてはまるものに

○をつけなさい。

イ．a．平和である。b．平和とはいえない。C．どちらともいえない。

ロ．その理由

5．現在の世界が平和になるために，必要なことはどんなことですか。

イ．次に順位をつけて籍3位まで選びなさい。（ ）内に1，

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

2，3を記す。

軍備を撤廃する。（ ）軍備を縮少する。

核兵器を世界に公開して，特定国に独占させない。

核兵器の全面的禁止。（ ）人種的偏見や人種差別を撤廃する。

国境を廃止して世界を一つのもの一世界連邦を樹立する。

大国が自重しで浜重に行動する。（ ）大国間の力を均衡させる。

一つの強大国を作って世界を要せる。

人々のJ山の中に平和を打ち立てるように教育する。

宗教のちがいによる争いをなくす。j（）宗教を広める。

世界を一つの体制一資本主義にする。

世界を一つの体制一社会主義にする。

植民地を独立させる。

経済的に発展の遅れた国々を援助して国家間の貧富の差をなくす。

世界警察巻作って監視する。（ ）国連を強化して話し合いの場とする。

ロ．そのノ他に適切なことがあれば書きなさい。

〔1．平和とはどういうことですか〕

平和とはどういう状態を指すかの，その内容をかきだすのが，この間の意味である。

表1．a．平和とはどういう状態を指すか。

項 目

個
人
生
活

1．精神的安定，幸福

2．愛情，信頼，理解，尊重がある状態

3．対立，争い，憎しみがないこと

4．そのノ他

社
会
生
活

5

6

7

8

国内安定（政治的。経済的）

生活安定

自由平等，人権尊重

その偽

プリテスト

i実験学級、比較学級… 合 計

0

7

4

6

2

9

6

8

5

1

国
際
関
係

9．戦争，武力紛争のない状態

O

1

2

1

1

1

相互の理解，尊重，協調

人種，国家間の差別圧迫，干渉なし

その他

13．その他

無 答

6

1

6

0

2

1

1

1

．4

7

8

1⊥
31

11

11

14

67

3

7

7

3

1

1

1

1

5

6

3

7

3

1

6

1

6

0

2

1

1

61

17

19

17

28 24 i 52

89

114

3

6i9
〔注〕表中の数字は回答者一人一答とみず 調査回答者のあげている項目すべてを入れた。
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この表に出た件数は全体で330件あり，一方回答者は175名（実験学級87名，比較学級

88名）であったから，1人ほぼ2項目にわたって答えていることになる。全般的にみると，

平和を国際関係においてとらえている者が最も多く，次に社会生活，個人のあり方におけ

るとらえ方という順になっている。

一つ一つの項目別にみると，「戦争，武力紛争のないこと」巻平和と考える者が一番多

く，61件ある。13のその他の項には「あらゆる争いのないこと」など三つの分類範憾のす

べてを含むような回答が半分ほどあったから，両方をあわせてみると，回答者の半数の者

が戦争の対立概念として，「平和」をとらえていることがわかる。この場合，生徒は残り

の二つの大分類のどちらかをも，平和の状態と考えていることはもちろんである。次に目

立つのが「生活の安定」であり，物質的に不安がなく安定した生活が保障されるような社

会を平和だとしているわけである。

これと同様に多いのが「精神的安定，幸福」で，一人一人が幸福でJbがおだやかである

状態を，平和として想定している。その他とくに目立つものとしては，5と7を一緒にし

た「政治的混乱や社会問題がなく，経済的に繁栄している状態」というのがあった。

以上，三つの申で一番少ない「個人の生活における精神の安定」でも，全回答数のソ3

を占めており，平和のイメrジは戦争の対立概念から，社会問題，身近かな個人の日常的

生活にひきつけてとらえているものまで多様である。

ポストテスト

〔1．平和とはどういうことですか。前の調査のときと変ったところがあれば書きなさい。〕

ここでは，実験学放と比較学級に，教育実験後どのような変容があらわれたか調べるこ

とが眼目である。

表2．b 平和とはどういう状態を指すか

芸（

ポストテスト

項 目 ミ実験学級≧比較学級と 合 計

前 と 同 じ と い う 答 え

精神的安定，安らぎ

信 頼

】

定
定
等

〆にt

安
安
三

武力的紛争，及びその危険のない状態

国家間の差別干渉なし

そ の 他

細 答

16 21 37

11

2

0

5

1

5

0

16

2

1

5

3

1

10

4

18

1

13

3

31

4

12 4 16

24 39 弓 63

ポストテストでは，前と同じという答えが，商学級とも多く，37もあった。この場合，

実際に前と同じであるものと，回答者の主観のトロで同じであるものとの2つが考えられる

が，それは回答者の個人的な追跡を行い，さらに2以下の具体性をもった間に対する答え
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を調べてみなければ，実情を紐挺することはできない。

次に無答が，また増えている。したがって，回答件数が全体として著しく減っているわ

けであるが，この原因としては，根気のいる抽象的な問に再度接して気おくれがしたので

はないかと考えられ，また教育実験で雨学級とも平和の様々な考え方に触れたので，tt平

和とはこれだ”とはっきりいえなくなって，無答にまわったとも考えられる。

どのような特定の候向だけが減ったのかという点になると，はっきりつかめないが，戦

争などの国際関係でとらえる者，社会生活でとらえる者，個人的な安らぎとしてとらえる

者すべてにわたって同様の減少儀向があるとみてよいだろう。

結鼠 平和のとらえ万は，蘭学級ともこの実験によって範囲が拡まったと考えられるが，

それらの個々の内容を全体としてまとめて把握するという段階にまで適せず，はっきり表

現しえなかったとみてよいだろう。「平和」のとらえ方の変容もやはり，2の間以下の具体

的な対象に関する答えの申で明確にされるであろう。

〔2．平和についての関心〕

a．生徒が平和について日常どの程度の関心を持っていたかを具体的な経験を手がかり

として調べ，本実験によってそれがどのように変容したかを追跡する。

b．

表2． a．平和についての関心

a．平和について討論したことがある。

b．平和に関する本を読んだことがある。

C．平和に関する講演を聞いたことがある。

d．平和について，新聞の切抜きを作ったことがある。

表2．b．平和についての関心

a．平和について討論した。

b．平和に関する本を読んだ。

C．平和について，新聞の切抜きを作った。

プリテスト

実験学級 比較学級

9

5

4

3

1 9

3

6

9

2

1

計

48

18

10

12

ポストテスト

実験学級書比較学級

14

4

1

10

6

2

首 計

24

10

3

表3．a．討論の話塩 プリテスト

局地戦について（インドシナ，

平和運動，夷の平和等について

日本の軍備，自衛隊について

電気争について

コンゴ，ベトナム問超，キューバ危機，民族解放闘争等）

4

3

2

軍 縮 2

核兵器核実験について

世界連邦，国連について

原子力潜水艦について

8
一
4

2

りム

その他， 米ソ対立， 怒法第9条， 国際間超， 世界情勢， 安保条約，

一民族による他民族の圧迫， 非同盟， 原水禁運動
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表3．b．討論の話題 ポストテスト

実
験
学
級

ベトナム問怒3， 軍縮のこと， 南北間塩， マレーシア紛争の平和的解決，

抑従き存在の証明と平和について， ユネスコの実験教育がつまらなかった。

結局平和などを深く考える必要はないだろう。

比
較
学
級

軍縮間組2， 苅亡国の ベトナムに対するあり方は定か非か，

中国核実験について， 国家間の貧富の差について， 平和とは何か，

自衛隊の地位，

表4．a．討論の相手 プリテスト

友 人 35人（同級生23，友人9，同学年生1，同クラブ生1，高校生1）

家 族 23人（父は，母2，父母2，兄2， おじ1，おい1，家族1）

その飽 6人（先輩3，先生1タ 神父1，従業員1）

表4．b．討論の相手 ポストテスト

友 人13人（同級生8タ 学校生徒3，友人2）

家 族 4人（父2，兄1，おじ1）

そ の他 1人（教会の牧師1）

C．

1．a～dの各項の経験を持つ生徒は延88名，最低に見積っても生徒のソ3は平和に関

心を持って何らかの経験をしている。

2．討論，読書が多いのは，それが生徒の生活に手近かなものであることから当然であ

る。てく切抜き”を作ったという経験は，平和についてかなり積極的な的心の結果といえよ

う。

3．本実験によって，ポストテストに明かなようにソ4に近い生徒が僅かな期間に新た

にa～Cの経験をした。これは一応実験の成果と考えられるが，テrマの性質から予放し

ていた反応こより小さかった。

4．話題についてプリテスト，ポストテストで大きな変容は見られないが，ポストテス

トでは実験学級の話題よりも比較学級のそれの方が，より具体的な内容をとりあげている

ことが注目される。

5．討論の相手は同級生が多く，次に父親であり，この種の話題の相手として家庭の母

親，学校における教師が生徒の要求に充分にこたえていないのは残念である。

〔3．平和窺国，平和でない国〕

a．生徒が平和について抱いているイメ什ジを正確に把握することは困難である。平和

を諭ずる場合，それが現実の国々を照らし出して何らかの判断を下そうとすれば，そこに

多様の契機を発見し，現状とはかけ離れた判断を下すこともあり得るし，現状についての

三理解の程度も諺饗するかも矢口れない。このような点を考慮し，次の14カ国の現状を平和と

いう点から判断させ，平和の理解を確め，さらに，それが，本実験によってどのように変

容したかをポストテストで調査した。14カ国を選択した際，われわれが手がかりとした点
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をあげれば次の通りである。

日 本・‥自国，平和憲法，自衛隊，米軍基地，泰平ムード。

USA…繁栄する資本主義，平和共存一部分核停条約，海外基地，ベトナム介入。

ソ 連…発展する社会主義，平和共存一部分核停条約，中ソ論争。

フランス…拾改するヨーロッパの中心（EEC），アルジェリアの停戦。

中 国…自力更生めざす7億の人民，平和5原長批 部分核停反対，

西 独…東西分裂，驚異的な復興と海外進出，ナチ復活の噂。

核廃棄，台湾海峡。

東 独‥・東西分裂，ベルリンの壁。

スイス・‥永世中立国。

スウェーデン…ふみにじられた中立国，社会保障。

スペイン…フランコ独裁，欧州の南の国，工業化の努力。

南ア連邦…アパルトヘイトと Black Africaの憎しみ。

アルジェリア…対仏停戦と社会主義的な国内開発，Nationalism。

コンゴサ…消えぬ内戦の火，中央集権と部族争議，豊富な資瀕と外国資本。

アンゴラ・‥独立運動，強制労働。

b．表5

C．

1．プリテストで平和であるとの判断が圧倒的に多い囚は，スイス，スウェーデンであ

る。ついで日本，フランス，ソ連の各国は平和であると思う者が多く，反対にコンゴ，南

ア，アンゴラ，アルジェリア，東西独は平和でないと判断したものが圧倒的に多い。アン

ゴラ，アルジェリアについては，スペインとともにわからないとする者が多く，USA，

中国は平和であるとするものより，平和でないとする者が若干上回っている。

2．生徒が日常に抱いている平和な国というイメージは，個々人の思考は別として数遼

的に握れば，資本主義国にも社会主義国にも具体的な姿としてあり，平和でない国という

イメけジが強烈な国は，植民地，旧植民地，冷戦の結果民族が二分された国に多いことは

注目しなければならない。

3．ポストテストの結果によれば，全体として平和であるという判断が減少した。とく

に日本，スイス，スペインは実験学級，比較学級とも，平和であるとする判断が減り，平

和でないとする判断が増加した。

実験学級では，ソ連，中国，西独，東独，スウェrデンの諸国は平和であるとする判断

が減り，平和でないとする判断の増加が目立つ。

比較学級においては，USAを平和でないと判断する者が増加し，ソ連，仏，東独，ア

ルジェリアを平和と判断する者の増加が指摘できる。

4．全体として平和であるという判断が減少したのは，本実験によって平和についての

理解が進むにつれ，それを現実の諸国家に照応させることの難しさから，当然のことと考

えられる。日本，スイス，あるいは，実験学級におけるスウェーデンについての判断の変

化は，統計的な数値を逆転させるような大きなものではないが，平和憲法，申立，社会保

障という外面的なものの評価から，一層判断の基準が厳しくなった結果とも考えられる。

実験後の実験学級と比較学級の大きな差は，USA，ソ連，仏，東独，アルジェリアの判

断で，現実に強く結びついた平和の契機をより多く発見したもののようである。

－34－
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〔4．現在の世界は平和であると思いまずか〕

ここでは，平和の理解について世界の現状という，より具体的な社会事象を対象としで，

それが平和といえるかどうかをききだすことが目的である。

表6 現在の世界は平和であるか

項平和であ

る

平和とはいえない

そ の
ノ他

プリテスト

実験学汲‡比較学級i合 計

2

3

2

1

7

9

5

4

7

1

8

6

2

41

合 計 87 88 ！ 175

世界の現状は「平和とはいえない」とする者が大部分である。しかし「平和である」と

考えているものも，全体の一割はいる。「平和とはいえない」とした理由をみると，

衰7 平和とはいえぬとした理由

個人間，個人内の間超

内乱，動乱，政情不安

生活の不安定，貧困

局地戦などの戦短いがある

軍備があり，拡大している

戦時言・のおそれあり

東西。両体制の対立

各国の紙争，対立，冷戦

入校差別，内政干渉がある

南北間の争い，開腹

そ の 他

1

2

」佳

7

A－

8

8

0

1

4

6

2

1

「⊥

1

2

2

1

2

1

2

2

1

1

バ1

9

1

Aふ

2

7

7

1

3

3

5

1

3

9

2

2

8

1

7

5

1

1

A▲

2

1

1

4

局地戦などの現実の戦争を指したものが，もっとも多く，次いで「東西両体制の対立」

が考えられている。この2項目だけで，全部の半数（その他を除いて）を占めているが，

国際的係，社会生活，個人生活という形にまとめてとらえてみると，東西両体制の対立と

それに関連した局地戦争などの国際肖係をもって「平和とはいえない」と考えているもの

が圧倒的に多い。「その他」の項目が47（全体の約ソ4）あるが，その中では「平和でな

い国がある」（9件），「植民地の存在」「一つの民族が2分されて苦しんでいる」「経済的

平等が確立されていない」など，各国の政治，経済に視点をすえているものが多かった。

しかし，全体の申では，各国における社会生活やとりわけ，個人生活の観点からのとらえ

方はきわめて少なかった。世界の現状の全体という大きな対象に対する問いであるから，

けだし，当然であろう。

その他「独裁がある」といったものや，変ったものとしては「平和という問題が問題に

されている」などがあった。

「平和である」とした理由には，「局地戦，国境紛争など一部には問題があるが，大局

的にが綿iである」というのが殆んどで，その他 自分の身のまわりをみれば「平和であ

ー36
－



る」とか「人間の世界には少々の争いはつきものだ」というのも少数あった。

局地戦があっても，世界が平和であるというのは，そうした社会事象を全く個別的にと

らえていて，ノ他の事象や全体との関連づけがきわめて薄弱な思考法といえるだろう。それ

はまた，たとえとなりの国で人が敬しあっていても，自分のところは当面なんでもないと

いった，人間の苦脳に無関心な傍観者的態度といえよう。

ポストテスト

世界の現状が平和かどうかということに関する考え方が，実験学級と比較学級とで，ど

のように変わっているかをみることが目的であるが，殆んどの者が「世界は平和とはいえ

ない」と考えている大勢に変化はない。

表8 現在の世界は平和であるか ポストテスト

項 目

平和であ る

平和とはいえない

どちらともいえない

そ の 他

合 計

実験学級

4

27

20

2

比較学級‡合 計

3

1

2

2

6

2

7

8

2

4

1

4

1

83 至 88 】 171

この表の数字を，プリテストのそれとくらべてみると世界は「平和である」とするもの

が，7にまで減り（減少数14），「平和とはいえない」とするのもまた減っている。

「平和である」が減ったのは，商学汲とも同様，世界の現状に対する危機感を訴えられ

たことが原因であることにまちがいはなかろう。－－平和とはいえない」というのが激減し

しているのは，プリテストの時なかった「どちらともいえない」という項目にそれが流れ

たためと考えられる。つまり，プリテストの時は「平和であるとはいいきれないし，平和

でないとも断言できない」と考えたものは「平和（とはいえない」の方に回答したはずであ

るが，「どちらともいえない」がポストテストで多くなっているのは，その如、まいな立

場の者が相当数（数字ははっきりつかゆないが）あったことを示しているわけである。し

たがって「平和ではない」と「どちらともいえない」の変化はわからないし，どちらとも

いえないの内容を，商学扱くらべても，「部分的には戦争もあるが，全体としては平和と

いえる」「大戦はないが核兵船の恐怖がある」「均衡の上になりたつあやしげな平和」と

いったものが同様にみられ，結鼠 3の各国別にみた，より具体的な対象の場合の方に解

明を委ねなければならなかった。また，実験学級と比較学級における変容もここでははっ

きりとらえることはできなかった。

〔5．現在の世界が平和になるために首藷，どんなことが必要か。〕

a．ここでは，平和達成の手段，方法を，生徒がどう考えているか叫それ巻引きだす

ことが目的である。まず，プリテストの分析からはじめよう。

b．表9．a

c．日本の平和憲法の精神がゆきわたっているためであろうか，「武装を解くこと」に

よって平和を実現させようとする期待が－J番多い。軍備の撤廃82，軍備の縮少24，核兵器

－37－



表9．a．現在の政界が平和になるためにはどんなことが必要か

に独占させない

る

の一世界連邦樹立

せる

るように教育する

す

する

する

助して国家間の貧

する

1 位

実
験
学
汲

0

3

1

比
較
学
級

62

l

5

3

8

6

1▲

11

6

9

2

1

18i15

l

1

3

3

0

5

16

位2

実
験
学
級

計 計

比
較
学
級

a
．
7

1

9

0

8

1

1

1矧‡…召
l

59

2

1

3

21

1

1

8

81〔〇j2

l

1

3

1

2

8

5

1

2

3

1

TL

l

4

2

1

1

2

3

02

1

34

中

プリテスト

3 位

実
験
学
級

比
較
学
級

5

6

1

3

1

3

6

0

9

1

1

1

6

11

9

6

2

計

rひ

9

1

9

7

9

2

2

1

2

「⊥

l

8

2

2

12

1

16

1

2

2

4

72

2

21ふ

2

2

51

28石川稲

の生産，貯蔵，佼用などに対する全面的禁止53などにそれがみられる。軍備の撤廃でなく

縦少が必要だとしたものは，撤廃や全面的禁止の実現が当面きわめて困難であるとの認識

によるものと思われる。この武装解除，武解の除去ということは，1，2，3位のうち，と

くに1，2位に多く集中していることからも，生徒はその必要度を高く認めていることが

わかる。

次に多かったのは，国連に対する期待である。国家間の紛争を解決する場として，しか

も話し合いによる解決の場として，国連の力を強めることが必要だとみている。

その他に故著な憤向としては，「人々の心の申に平和を打ちたてる」ことによって紛争

をなくそうとする態度があり，それを教育に期待しているものが多い。

必要度は第2次的になるが，「入超差別をなくす」「後進国の援助によって国家間の貧

富の差巻なくす」（これらほ3位に集中している）ことが平和の達成に大切だという考え

方も多くみられる。これは単に武力的紛争だけでなく，人種差別や貧富の差もまた平和に

反するものと考えている生徒の気持のあらわれであろう。

「国境を廃しで世界連邦をつくる」というのもかなり多かった。これは，国家という枠

をはずすことによってその対立をなくしたいという考え方であるが，現実の恨界の対立の

根深かさをかなり容易に，甘くみすぎている儀向を感じさせる。

－38－



トーつの強大国をつくっで陛界を要せる」という考えのものはひとりもいなかった。やは

り独裁の危険を感ずるのであろう。宗教に対する期待は殆んどない。アメリカ流の，世界

を全部資本主義体制にすることが平和の条件だという発想法は，支持者が〝人だけであっ

た。その他の項にあらわれた敬著な傾向としては「世界各国の相互の理解」の必要性を考

慮するものが最も多かった。

表9・b・現在の世界が平和になるためにはどのようなことが必要か

l 位

実
験
学
級

比
較
学
級

1．軍備撤廃

2．軍備縮少

3．核兵器を世界に公開して特定
国に独占させない

4．核兵器の全面的禁止

5．

6．

人種的偏見や人種差別を撤廃
する

国境を廃止しで政界を1つの
もの一世界連邦を樹立

7．大国が自重しで院議に行動す
る

8．大国間の力を均衡させる

9．

10．

11．

12．

13．

14．

15．

16．

1つの強大国を作って世界を
蚕せる

人々の心の申に平和を打ちた
てるように教育する

宗教のちがいによる争いをな
くす

宗教を広める

世界を一つの体制一資本主義
にする

世界を一つの体制一社会主義
にする

植民地を独立させる

経済的に発展の遅れた国々を
援助して国家間の貧富の差を

なくす

17．世界警察を作って監視する

18．国連を強化して話しあいの場
とする
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ポストテストでは，全体の解答数が，実験学級では27件，比較学級23件と減っている。

この原因は欠席者（実験学汲4人，比較学級0）がいたこと，ユネスコ実験教育に対する

批判的態度から，実験学級で反応を拒絶したもの，比較学級で知った複雑な紛争問題にど

う対処してよいかわからなくなったもの，無宅関心のために返答しなかったと思われるもの

がいたからであろう。

全体として，プリテストのとき多かった項目が，多く，少なかった項目が，少い，とい

う慣向にかわりはない。

実験学級では「j山の中に平和を打ちたてる」が13件（低くみても，全体の1／7が変容し

た）と大きく増え，ユネスコ精神による教育の成栄がみられる。世界連邦への期待も7件

増え，理想への儀斜が深まったことを示している。人種差別をなくす必要性も，わずかな

がら増した。

意外にも減少したのが「匡i遵強化」への期待で，14件もあった。これは商学級に対して

行った国連の動きを知らせる講演で，国連が紛争解決のための重要な場として，世界の国

々の期待を担っていることを知ると同時に，一万では，両体制の複雑にからまってあらわ

れる対立を映す鋳でしかなく，したがって紛争解決の場としては十分信頼できない，とい

う感じを生徒が強く待ったためではないかと考えられる。「後進国援助」も極端に減り（13

件）「核兵器の禁止」への期待も減っている（7件）。これは，現実に平和達成のた捌こ行

なわれている，さまざまな施策よりも，それらを超越した精神的なJb構えによってこそ平

和が獲得できるのだという考え方に移行したことを示すものといえよう。平和的精神なく

して平和が達成されないのはいうまでもないが，ただ上記のような態度は一面，現実的な

平和への努力をないがしろにする危険を持ち，また心的態度の如何にかかわらず，人々が

紛争にまきこまれていった歴史的事実にたいする認識の薄弱さを示すものと考えられ注意

を要する。

比較学級では，「人種差別」が11件減っている。この項目は，プリテストでは3位に多

く集中していたのだから，その原因としては，平和達成のた捌こもっと重要なことがある

との認識をもったためとみられる。それは何だろうか？「国連強化」への期待はこの学

級でも相当（9件）減っている。この場合も実験学級と同様，国連そのものがもつ問題性

によって期待減になったとみられるのである。が，しかし，1位の件数だけをみるとこの

項目は5件も増えている。結局，現在のように弱体でなくてもっと期待しうる国連にしよ

うという態度になって，重点移動しているようである。その他には，「世界を一つの体制，

社会主義にする」方法や，ベトナム問題などを反映してか「植民地の独立」への期待に移

っている。

「世界連邦」の夢がはかなく消え去った（7件減）のは，比較学級における学習におい

て，根深い対立や紛争解消のための，さまざまな努力を知らされたためといえよう。「後

進国援助」が減っているのは，その援助の実体が常に後進国の利益のた捌こ行われている

とは限らないという現実の認識を，あらためてもった生徒がいるからであろう。「核兵器

の禁止」もわずかながら減っている」これも困難な軍縮交渉の歴史に触れて，今までの安

易な期待が破られて，とまどっていることを示すものと考えられる。

なお，「武器の除去」「心の申に平和を」という達成方法は，殆んど増減なく，ともに

多かった。
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以上，実験学級，比較学級ともにその一連の学習によって平和達成の考え方に決定的と

いえる変容はなかったが，やはりそれぞれの系列の講義内容によって，かなりの影嫁があ

ったことが認められる。実験学級では，平和達成への諸々の困難な努力を軽視して，かな

り安易に，Jb的態度だけに頼ろうとする僚向が増えたと考えられる。比較学級では，矧祭

情勢の凝議准な動きを祭日らされて，いささかたじろいでいる感じがあり，どうしたら其の平

和が遠戚されるのか迷いつつも追求している様子がうかがえる。

〔6．中国の核実験について〕

a．1964年10月，ついに中国が原爆実験を行った。これにより世界に核保有国が一つふ

えたことになり，東西の力の均衡によって支えられて発た平和的状態に，重大な彫饗を及

ぼすであろうと各新聞が報じた。かかる世界情勢にかんがみて，生徒が平和問題を考えて

行くのに先立って，この事件をいかに考えているかを調査し（プリテスト）更に平和に関

しての諸々の知識を持たせた段階で再びこの間趨を考えさせ（ポストテスト）生徒の考え

方の上でいかなる相違が見られるかを調査したものである。

b．

イ．中国の核実験は世界平和にどのような静饗があるとj温いますか。

表10．中国の核実験は平和にどのような影箋嬰があるか

プ リ テ ス ト

実験学級…比較学級1 計

ポ ス ト テ ス ト

実験学汲！比較学級 計

a．平和にとって脅威である

b．平和に役立つ

C．影漆がない

d．その他

53

9

16

9

4

Aェ

2

8

6

1

7

3

8

7

1

1

2

1

1 6

7

4

6

5

1ふ

ちU

5

月牲

A－

5

1

1

1

2

8

0

1⊥

1

2

2

1

ロ．そう判断した理由

1．平和にとって脅威であると判断した理由

（i）「核兵暑凱 核そのものが危険なものであり，それの増えることば，とにかく人殊に

とって脅威であり，戦争の危険がある」

プリテスト 38名

ポストテスト 53名

は）他の国へ与える影哲により対立が多くなる。

プリテスト 23名

ポストテスト 18名

（3）中国白身に対する不安，不信，脅威

プリテスト 14名

（実験学級，比較学級ばば同数）
手

ポストテスト 10名

（芙験学級9名，比較学級1名）

（4）軍備縮小への動きを見せはじめた世界の動きに逆行するものである。
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プリテスト 10名

ポストテスト 12名

（5）その他，プリテストの結果として

「力の均衡がくずれる」7名

「目的はどうであろうと，結局は中国の国家意識の現れに過ぎない」

「米ソの平和共存への挑戦，脅迫である」

「勝手に一つの国だけ強大な武力を持つことになるかも知れない」

ポストテストに現われたその他の理由

「カの均衡がくずれる」

「国連に未加盟なので抑える機関がない」

「中共が核兵器禁止を提唱しても信用できない」

2．乎恥こ役立つと考えた理由

（プリテスト）

「核兵器独占による核保有国の侵略の危険が，核保有国の数が増すことにより少なくな

る」7名

「本質的には核実験は良いものではないが，現在のアメリカの行動を阻止し，植民地解

放を達成する上で有効であり，これを平和にとって脅威というのは，アメリカの側から見

た言草である」

「核実験をすると，人々は核実験の危険を強く印象づけられ，それが戦争をしてはなら

ないという思想に通じて，人々には反戦思想を持たせることができる」

「アメリカ，ソ連の間にはさまれたアジアに中共が一勢力圏を作ることになるので，ア

メリカも，より事巻慎重に行うようになる」

（ポストテスト）

（実験学級）

「核兵器の独占を防ぐ」

「大国の行動が慎重になる」

「大国がアジアから手を引くようになる」

「現状を変化させる」

（比較学級）

「中国も核報復力を持つことになるので，戦争を起こしにくくなる」

「世界のカの均衡に役立つ」

「この実験が軍縮会談への大きなステップとなる」

「中共の軍事力がアメリカに匹敵するようになって，アメリカが東南アジア，及び中国

に侵略ができなくなった」

「帝国主義勢力に大きな打撃となる」

3．静饗なしと考えた理由

（プリテスト）

「世界の申の一つの国である中国が核実験を行ったからと言って，世界的規模から見れ

ば大したことではない」

「核実験が直ちに核戦力に結びつくわけではない」
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「核実験が直接世界の平和を左右するとは考えられない」

「中共のような大国が核兵器を持つのは当然」

「どの因も自衛手段はある程度必要である。中共にとって，資本主義国，更にソ連の核

保持は脅威であり，中共の核実験は自衛上当然」

（ポストテスト）

「他に核保有国が存在するから，中共が核兵器を持っても，平和的均衡は保たれる」7名

「核兵器を実際に戦争に使用するとは考えられない」5∠呂

「単に国力を世界に示す為のものである」3名

「中国が軽卒な行動をとるとは考えられない」3名

4． その他

（プリテスト）

「平和にとって役立つ面もあるし害になる面もある」5名

「現状ではどうも言えない。各国の受け取り万，出方次第」6名

「何らかの影饗はあるが，どういうものかは不明」

（ポストテスト）

無答8名（実験学級1名，比較学級7名）

「平和に役立つ面もあるし害になる面もある」3名

「各国の出方次第」2名

「現段階では回答不能」（時期尚早，資料不足）4名

C．

1．プリテストとポストテストの結果は大した差がない。（第1表）

2． しかし，ポストテストでは，「平和にとって脅威である」とした人数がプリテストの

時と比較して6名の減少を示し，実験学級では増加し，比較学級では減少したのは，本

教育実験が生徒をして，より事態を深く考えさせる事に役立ったと思われる。即ち，実

験学級では，心の面の平和を中心に指導したが，生徒の平和追求の気持が強まり，それ

が核実験を，平和を脅かすものであるとの考えを強めさせたに違いない。また比較学級

では，現実を現実として生徒に提示し，生徒は，より深く現実を知るようになった。こ

こから，当初の核実験即平和破壊という直線的な考え方から，現実の認識の上に立った

判断ができるようになった事を示してはいないだろうか。

3．中国の核実験が平和にとって脅威であるのは中国そのものに対する不安があるからだ

とした者が，比較学級に於て著しく減少しているのは，本教育実験によって与えられた

現状に対する知識が考え方の上に彫聾したものであろう。

4．核そのものの持つ破壊力の大きさを本教育実験を通じて充分認識したと思われる。

5．「平和に役立つ」「影饗なし」とした者の人数がプリテスト，ポストテストを通じ同

数に近いのは，極く一部の生徒であるが，一つの考えを自分なりに持っている様であり，

万事に自分なりの見解を持つ態度は良いことであるが，思想的公平さを欠かないよう指

導する必要もあろう。

〔7．憲法第9姦について〕

a．日本国憲法欝9条「戦争放棄」の条項が，近年，憲法調査会で取り上げられて，攻
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正をめぐって議論が白熱しているが，国内世論も，独立国として自衛力を持つのは当然だ

とか，第2次大戦の教訓を生かし，世界に平和を宣言した我が国は，世界平和の理想を実

現する為には絶対武装すべきでないとする意見が，対立し合っている。ここで平和の問題

を考えるに当り，この憲法籍9条についての認識と考え方を調査し比較検討してみるのが

この間の目的である。

b．イ，憲法第9条は攻ゆるべきか

表11．憲法第9条は攻めるべきか

プ リ テ ス ト

実験学汲 比敬学級き 計

改めるべきである

改めるべきでない

その他

15

67

5

15

68

5

30

135

10

ポ ス ト テ ス ト

実験学汲 比験学級 計

17

61

5

13

67

8

30

128

13

ロ，その理由

1．「改めるべきである」とする理由

（プリテスト，ポストテストで理由はばとんど同じ）

「今の世界では軍備を持たなくては他国と対等にやって行けない」6名

「自衛の為には軍隊を持つことも止むをえまい」5名

「国連軍に加わる為に必要」3名

「あいまいな条文をはっきりさせるため」4名

「他の解釈ができないようにし，徹底的に戦略行為を全廃するため」3名

2．「改めるべきではない」とする理由

「戦争をしたくない。するべきでない。戦争放棄こそ世界平和への最短路で，日本がそ

れをまっ先に憲法にとり上げたのは誇りであり，進めていくべきものである」という主旨

が大部分を占めている。

「現在日本が軍備を持ったところで，核戦争の時代においては，持たないことと大して

変りなし」10名

「ここで軍備を許すことになれば，中共がだまっていない」

「災害援助，漁民保養の為には自衛隊はあってもよい」

「軍備の為の費用が国民生活に及ぼす影響大」

C．

1．攻めるべきだとする者の申に，7名は，字句の解釈次第で自衛隊を生み出している原

条文の不備を改め，厳格に戦争放棄を規定し，平和憲法を守って行くと主張しているが，

この主旨はむしろ，「改めるべきでない」側に立つものである。

2．国連警察軍へ派遣する為に軍隊の必要があると考えている者も，根本は，日本独自の

戦力を持っということとは相反する考え方に立つものであろう。

3．従って，我が国に軍備を持つことを認める者は13名で，「攻めるべき」だとする総人

数の半数以下である。

4．プリテスト，ポストテストのいずれも，数値や理由の面で，ほとんど差が見られなか
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ったのは，この憲法改正問題が，かなり長期に亘って議論のまとになってきたので，す

でに生徒が各自，各々の見解を持っていたからである。

5．生徒自身は恵接戦争を体験していないが，戦争の惨めさをよく認識しているのか，大

部分が「改正反対」「再軍備反対」を唱えている。

〔調査のまとめ〕

本校の生徒は日常において平和にかなりの関心を持っていたが，本実験を通して新に，

積極的な関心をもつ者が増加したことは実験の最初の成果である。

生徒の実験前における平和についての理解は，全体としで爵識的乃至，図式的であり，

多くの問題を断定的に解釈する俄向があった。実験後においては，全体としてやや懐疑的

な反応が目立つが，これは学習の結果安易な断定を避けるようになったことによると考え

られる。

平和をどういう状態と考えるか－この間にたいしては，実験前後ともに武力紛争や不

安のない生活状態を想定しているが，実験学級では実験後も，現実的な対立関係を未分化

なままで捉える傾向や，局地戦はあっても全体としては平和であるといった，諸事象の粥

遵づけをしない捉え万が殆んど変化していない。比較学級では，平和でない状態の捉え方

の分析は，相互関連的傾向への変容がわずかにうかがえる。

平和の理解を 〈この国は平和かどうか〉 という問いで調べてみると，実験前には，一万

で両体制の対立を平和でない状態だと答えておきながら，他方で，資本主義諸国と社会主

義諸国とがともに平和な国であると答えるような矛盾が多くの生徒に目立った。実験後，

この矛盾を，実験学級においては，社会主義国が戦争の契機になっているという考え方で

解決し，比較学級では 〈わからなくなった〉 とか，資本主義国の方が契機になっているら

しいという考え方に変っている。さらに，どちらの学級でも同程度に平和とされる回がき

わめて多数減少している。

平和を達成するための方法をみると，武装解除，国連の強化J山の中に平和精神を確立

することなどが平和の条件だと考えられていたが，かなりの変容をみせ，実験学級では，

平和精神の確立に重味のある期待を寄せるものが多くなった。しかし一万では，この態度

が現実的な平和への努力を軽視した観念の世界に逃げ込んでしまう態度とうらはらに同居

してしまう健向をみせている。比較学級では現実の複雑な矧祭情勢と平和達成の困難さに

重圧を感じながらも，それから逃避しようとする傾向は殆んどみられず，かえって現実的

に平和を獲得するにはぎうしたらよいのか付それを，現実の社会事象の連関をたぐりな

がら，追求していこうとする意欲をみせている。
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亙常 澄 と め と 反省

われわれは，生徒にユネスコ精神の最高価値巻あらわす「平和」について考えさせ，文

具体的に国際社会の問j遍を考えさせることによって，矧祭理解教育の有効な見を見出した

いと考えて，本実験を行なってきた。

先ず，教育実験の目標としてあげた次の諸点について，昨年の予綺実験の経験を清かし，

われわれは概ね，その日襟を達成することができたのではないかと考える。第一に指導計

画の充実と比較実験の徹底をなし得たということである。第二に多くの専門家のお力添え

を得たことにより，手旨導内容の充実をなし得た。第三にプリテスト，ポストテストを通し

て，内容を厳密に検討し，評価においては，両群の比牧検討にかなりの徹底を期し得たと

考える。

本実験の生徒に与えた学習効果の最大のものは，平和についての関Jかを深め，常識的な

理解を学習計画に従って，高度の理論的な理解へと導いたことであると考える。彼らの理

解◎態度形成における両群の顕著な相異を比較すれば次の通りである。実験学汲では，本

実験を通して心的懲役が深まったが，一部に現実軽視の傾向がみられたのに対し，比較学

級では，現実の困難さから懐疑的になりつつも，平和をi表難な現実に即して考えようとす

る，積極的な意欲がうかがえた。平和な世界の実現が，結局は後者のこのような積極性に

期待される他ないとすれば，平和の教育における，ひいては国際三理解教育の有効な道，進

むべき方向がそこに暗示されているといえるのではなかろうか。

われわれは，本実験の反省として，次の諸点をあげなければならない。籍一は平常の学

校数育体制の申で，かなり大規模な教育実験を行なうことに伴う諸種の因襲である。第二

は，生徒の平常の三理解が多くの個人的な臣ヨjbによるものであって，いわゆる基礎知識の個

人差が大きく，それが実験を困難なものにした。第三に，本実験におけるわれわれの力点

は，最近の協同学校計画の基本方向に則り，厳密な特定実験というよりむしろ，普及活動

ということにあったが，生徒の仙一部に実験そのものに非協力，乃至は反抗が現われたこと

である。その理由として考えられることは，本校生徒の意識水準が高く，特にテーマに強

い関jbをもつ生徒は，かようなテγマがユネスコ教育実験の名のもとに行われるというこ

とに不信を焼いたようである。それは，わが国の極端に分裂した政治的条件の投影であり，

避けがたい因襲経であるのかも知れない。しかし，われわれがその困難を予測して，周到な

計画に基いたオジエンテ【ション巻行い，悶⑳現担任の積極的な協力によって指導が

に進められれば，かなり軽減された問超であったかとも考えている。

今日の日本では，平和は余りにも普遍的な価値とされ，とかく常識的な理解に委ねられ

ているのではなかろうか。現行教育課程の中でも，形式上はとも角，実質的には等閑に付

されているきらいがある。また，数量締も，多くの【義難を予測して現実的な角度からこのテ

ーマで生徒と話し合う機会が少ないようである。しかし，本実験で明らかなように，生徒

達の常識的な理解は，とかく皮相的で，矛盾に充ちている。仮に問題の難かしさからタ 実

際的な問題に若干懐疑的になるという危険はあるにしても，今日のように平和が重要な時

代に，われわれはそれを回避することはできない。したがって，現実の世界の動きに結び
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ついた角度から，教育課程の申に「平和の研究」を組み入れることは肝要である。それが

矧幾人としての未来をもつ，若い松代に対する今日の教育の責任でもある。

終りに，今回の実験について，御援助を戴いた関係各方面，とくに国内委員会の彦坂課

長はじめ，貴重な時間をお割き下さった講師の先生方に厚く御礼申し上げたい。

（帝京教育大学付属紋攻高等学校ユネスコ校内委員，明石。中野。大西・岡本。林）
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Ⅵrith a View to Promoting a BetterInternational

Understanding ofIiigh－ScbooIStudents



Mrs Hanna Rozentaivis豆ted our schoolin September，19鎚

speciallecture

on Uぞ寸ESCO



Å馳⑬ぎ竜認畳s奄⑬君y⑬君鑑¢m盈取乱題意g馳Se艶⑬⑬畳

Aももac艶e過 食¢ 甘¢駄y⑬ 訂訊亙Ⅴ蟹野S紙y⑬雷 選曲e汲も量0弧

The foundationof our Komalコa壬iigh SchooIwas already consolidatedin1946，aS

the attached high－SChoolofTokyo Agriculture E血cation Col】ege．Later，in1952，the

schooIwasme柑edinTokyoUniveぞSityofEducationalsoasits attac‡ledhigbschool，

continuing to exist up present．By what we callattacbed high schoolinJapan，is

meant a schooIcharged with a mission of testing tbe effectof educationandforming

educators，aS Well．Otlr Komaba High Schoolis not an exceptlOn，either．However，

Komaもa‡iigh SchooIstudents have no particular privilege with regard
to the

entrance to this Education University．Most
of them usually，aSl）OySin other

excellenthigh schooIs，aim to enter theliberalcourse of Tokyo University or other

firsトClass universities，the Education University among tbememもer．Theseboyshave

been doomed to hard test ordealas the victims ofJapan’s educationalsystem to－day，

whichis universally known，neXttO the traffic bellinJapan．Now we are studying

intheneⅥ7buildingcompletedin1964with259juniorgradehighsc壬1001boys under

2classes for eacb grade and505senior
high boys

under 4 classes
for

each grade・

The numl⊃er Of teaching staffis nearly40もesides adozen of parトtime teachers．

〟
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鼠e諷S⑬汲雷¢訂Å戌⑬p竜畳⑬弧⑬蜜忠弘母野雷eS℡訊忠甘鮎密me

Atthehead ofitspでeamble the Constitution ofUNESCOdeclares thatitisin

the minds of men tbat the defences of peace must t）eCOnSけucted，and also states

that tbe wide diだusion of culture，and the educa七ion of humanity for jtlSticeand

libe出y andpeace areindispensable foでtbe dignity of man and constitute a sacred

dutyⅥrhich alltlle nations m－ユSt fulfilin asplrlt Of mutualassistance and concem；

and further tells that a peace based exclusまvely upon the politicaland economic

arrangementsofgovernments，and apeacewhiciユCOuldsecureananimous，1astingand

sinceごeSuppOrt Of the peoples of theⅥ70で1d，and that tbe peace mustもe folユnded

upon theintellectualand moralsolidarity of mankind．

At our scboolthis subjectwas chosenwith tbe view of finding afrui七山lw’aytO

a better education ofinternatまonallユnderstandi喝by making t圭一epupilst‡linkabolユtthe

peace，Which represents the supreme quality of UNESCO splrlt，and making them

considerヽrarious probiems
on tbe actualities on血e present－day world．

認y汐⑬忠弘es最短賓⑬野禽ぬe濫Ⅹpeぎ量隅蟹訊竜

王n the currentsc壬1001yearwe arecontinuingtheexperimentsoflastyear and are

going to
ca汀y

On Our main experiments．The subject we set uplast year was‘On

‡deas of Peacein the East andⅥrest州aS an apprOaCb to a
mtitualunderstanding of

tlユeCultu柑1value of tbe East
and thel野est’，and variousiくin（is of preliminary

tests

and experimentsⅥrere made along theline．This yeaごⅦe hopeto makelユSe Ofthe

achievements and，reflecti‡唱On What v√e eXpeごまencedlast year，malこe Closeinquiries

about tbe points of the subject．
One

ofthe most remarkal〕1e polntS gained fromourexpeごimentslastyear，isthis：

fromthe angle of picking up and followingupthemat如Ofpeace，WeCOuldnotbut

take the d主でeCtionto separate the realistic attitude fromidealattitude．（Foごinstance，

do wehave only to see Sino－Russian dispute，fごOmtbe view of tbe diだerence be－

tween East
andⅥ7est？）1町e，tile柁foごe，havepu叩OSely changed olユr

Subjectinto the

‘study
of

Peace，and havesettled our hypothesis asfolloⅥrS：

Ⅵre should be able to茄nd a moye eだectiveⅥray Of education forまnternational

understandingもyfixingtⅥrO grOupS…OnegrOuptOt壬血iこabouttheinternationalpeace

もまSeduponthe UNESCO Spiritand tbe other to study about peacein a realistic

attitude…andthenwetryto comparetheir changestbrougbourexperiments．
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渓最m＄⑬雷奄駄e窓Ⅹ厨密釘畳暇e訊忠

1．To disclose problemst）y making comparative expeごiments according to a mo托

SuもstanもまalpてOgram tbaniastyearタfoでmulated on the t）aSis
of tbe hypothes主s．

2．To establis壬1adistinction betweenぬe actualities and theideaまs ofworldpeace，

especまally as for tile reCentⅥrOrld s血ation and the scient抗c progress，もacked up by

specialistsinthese茄elds．

3．To closely evaluate the preliminaでy eXamination and the results of the whole

experiment；eSpeCially
to ol〕SerVeits a氏e托托ects pro血ced on tbe students．

4．To maiくe this experi王nent COntribtlte tO tbeimpご0Veエnent Of tbe present bigh－

schooIcurriculum．

S閻馳je駐屯β亀m趨㌘e雷嵐⑬戚

a．Subjects：

4鮎st－year Classes of the Senior High School

（Eacb composed of44students；allboys）

b．Perまod：

Jan．16througb Feb．15．
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ⅠノeCtureS

Date

Jan．18（Mon．）

〝19（Tues．）

〝 21（Tburs．）

〝 25（恥‡on．）

〝 26（Tues．）

〝 28

〝18（Mon．）

〝 26（Tues．）

〝 27（Ⅵred．）

〝 28（Thurs．）

〝 29（Fri．）

Feb．15（Mon．）
≡

巧竺吏ゝ
1

1

ExperimentalGroup Controlled Group

Preliminary Examination

History of Peace Campaign（by Akashi）

1

1．5

1．5

1．5

1

1
1

1

1

On tbe Constitution ofUNESCO（by Onisbi）

UnitedNationsandWorldPeace（byDaislユkeYamauchi）

Sciencein the Atomic Age（by K6suke Nakamura）

Views of Peace among the Younger Generationin Europe

準拠隻肌堕芝
Activities of UNESCO

（byルル担苧モワ担しm当主車望苧竺桓）＿

Kant’s Comments on二Peace
SaⅥranObori）

Buddhism and Peace

軋葦車型垂竺竺毀〕
Suspended Christianlty and

Peace （垣些

Russe11’s Comments on Peace

（by6nisbi）

Lenin’s Comments on：Peace
（by王iayashi）

PoliticalStruぐture and Peace

（byOkamoto）

Pヱ・Oblems

Reduction
of AI・mament

：tion （byⅦ－atanabe）

Problem of North
and South

妻 （Presentation by Students）

1弓萱i｛RecentlVorld Situation
and

Peace（もyYosbikazuSakalnOtO）

Postliminary Examination

≠
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私選C甘訂既窓 亙

ON AC甘‡Ⅴ瓦甘互ES⑬肝UNESCゆ

By壬iarukichiHikosaka

ChiefoftheEducationSectionofJapan

NationalCommission for UNESCO

UNESCO－Whicbis short foご the United 二Nations EducationalScienti茄c and

CulturalOrganization－isoneofthespecializedorgans oftheUnitedNations．

Talkingofwhatwecall＝InternationalUnderstanding＝ og ＝Peace＝，have you

everstoppedtothinkwhatworld－Widemovementsand organizations for peace exist

after the war？Ⅶ’e have been making a series of educationalexperiments 払r

UNESCO fortwelveyearsnow．Ⅶ’ehave
made aninvestigation before astoⅥ7bat

ideasofpeacetheyoungergenerationinJapanbave．The茄ndingsthenareclassi㌫ed

into fouriarge groups：

（1）Only three percent of tbe subjects answered that they know theidea of

theⅥro】：1d Federation．

（2）Only three percent answered tbat tbey knew what MRAis．

（3）48％answered that they knev√tbe United Nations．

（4）30％answered tbat they knew UNESCO．

We tbink these are the fourimpo出ant activities which bave been pursued

concerningproblems of peace througb w■0で1d－Widesystem or movement．TheⅥ70rld

Federation cameinto exsistence based upon tbeidea that the worldis one and the

same and thetroublesⅥ70uld t）edissolvedif allthe countriesshould go handin band

with eacb other under tbe same government．Ⅵroご1d FederationwasborninSwitzer－

1and a氏erlVorldⅥrarII．Dr HidekiYukaⅥ7aisnowpresident．Ithasthe acting as

Ⅵrorld Constitution witbthree subdivis主ons underit such aslegislation，judicatureand

administration for the pu叩OSe Of maintaining peace．MRAⅥraS the movement by

the Oxford students afterⅥrorldⅥrarI，‘‘dotoku－Sai－もuso”inJapanese，tbatis，a

Spiritual，reVOlutionary movementwitb theideathat we sbould rearm our mind not

withweaponsもutwith virtues．IthinkUN and UNESCO are clearly differentfrom

theⅥrorld Federation and MRA．Thelatter（tⅥ℃）includenotquite many countries，

while tbe former are being promoted by volunteers and arein which organizations

almost allthe countries of the world take partin the quality of a
nation．

Referringto UNESCO，it wasもomin1946，tbatis，19years ago anditisthe

largestorganinthe world whichinculudesl17countries．They are morethanl14

countriesofUN．Atthelatest13血GeneralMeeting the budgetfor1965～66was
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made at48mi11ion doilars．itis aも0㍑七17300million yen，450miilion yen of wbich

is forJapan，Then whatis the difference t）e紬een UN and UNESCO？UNis a

SyStem based upon theidea t壬IatWe S壬10uld cooperate to maintain peace with the

prlnC互ple of collective security．‡t sometimes appeals
to the miiitary払rce but of

colユrSe COnference precedes tbat to settle tiユetrOubles．tJNESCO doesn’t dealwith

SuCb political，military and economic problems，but tries tolay the foundation of

peace by promotlng tbeinternationaltlnderstanding and cooperation means of educat－

ion，SCieIICe
and culture，and tben by contributing

to the common welfare of the

world．The differenceis，in aⅥrOrd，1ike the one betⅥreen therapeutics and pro－

pbylacticin the medical茄eld．

UN
responds to the former and UNESCO to tbelatter．In addition to the

contribution from allthe countries，aもout50million do11arsis contril〕uted toUNESCO

from UN■，Wbichis divided amongtbe members．W▲hatisitused for？The greater

part，tbatis，alittle more tban30％is for e血cation and alittleless than30％is

由r naturalscience and then the restis for ctま1turalactまvities．UNESCO‡1aS a back－

bone and

countries，

the third

The

tbree main priuciplesinits activities．Oneis“understandi喝the other

thatis，mutualunderstanding”，the second“respecting tbe human right”，

“studying tbeinternationalorganizations”．

greatest emphasis of education v7hic‡1is the biggestitem，islaid on the

following three activities；prOmOting the compulsory edlユCation，Of the w－Orld，basic

education，tbatis a crusade againstilliteracy，and educatio三1forinternationalunder－

Standing・Concernlng the problem of tbe compulsory education UNESCOis carrylng

On tbe plan to promote the compulsory edlユCation of the fotlr areaS Of Africa，Latin

America，Arabia and Asia．As forAsia，thecompulsoryed11Cationsystemofatleast

yearsis planned
to be estaも1isheelin the20Asian members duringthe20years from

1961to1980．A faもulous amount of money of20300000million Yen，hundreds of

thousandsofteac壬1erS and a great member of schooIs are
necessary．Itis quite a

bigⅥ和辻・Concerningtheproblemof thebasic education，700illiterate persons are

Saidto be among the groⅥrn－uppeOple（above age15）．Itoccupies the two－fifぬsof

the groヤアn－up peOple and they are tbe greatest obstacle to make theinteごnational

understandingimpDSSible．

AtpresentUNESCOis endeavoring tosねmp outilli絶racyfrom theⅥrOrld．

Itis one of the chief activities of UNESCO ぬSpreadfundamentaleducation

amo咽unCivilizedpeoples，andJapanhasもeenco－Operatinginthisactivityforseveral

yeaI－S．

Tbirdly，aSregardsthe education towardsinternationalunderstanding，Japanese

SChooIstookpartintheactまvityyeaでSagO，andnow，atnearly300scbooIsofabout

50countries，tbeyare studying earnestly aもout t壬1isproも1em．Our school－Komaもa
Upper SecondaでyScboolattachedtoTokyoUniversity

ofEducation－isoneof血em．

Nov7，What－aでethebasicideasog UNESCO？The‡）reface to the Constitution
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OftbeUnitedNationsEducational，Scien朗icand CulturalOrganization says：Since

WarS beginin tbe minds of men，itisin the minds of men that the defences of

peace mustもe construc絶d．iilaVe OnCe heard Mr．Yokota，ChiefJustice of the

Supreme Courtcomplaintbattheでehavebeen nopoliticalandeconomicarrangements

that have not t）een Violated．It
means that any treaty or agreement ought toもe

もased upon mutualtrust and friendship，Whichideais justas same as the Constitu－

tion ofUNESCO declares．Itごeads：Apeace based exclusively uponpoliticaland

economic arrangements of governments would not be a peace which couldsecure tbe

unanimous，】astingsinceresupportofthepeoplesog theⅥrOrld，and the peace must

therefore be founded，ifitisIlOt tO fail，upOn tbeintellectualand moralsolidarity of

mankind．In short，UNESCO aims at growingtheintellectualand moralsolidarity

among allnations，upOn Which alltbe poiiticaland economic arrangements
are

based．The Constitution adds：‡gnorance of each other’sⅥraySandlivesbasbeen

a common cause of that suspicion and mistrust
between the peoples of the world

throughⅥrhich their differences have alltoo often brokeninto war・‡n fact tbe

WorldⅥrarIIwascaused‘by the propa酢tion tbro喝hignorance and prejudice，Of

thedoctorineoftheinequalityofmenandraces，・ThusUNESCOtries
to make a11

tbe nations understand fullyまts fundamentalideas tbat mutualunderstandingand

therespectofhumanrightsarethemoste鮎ctivewaytobanishwars・

Idowishallofyouto get more knowledge about UNESCO anditsidealby

studying about everything concerning UN andits specialagencies，and
to make

everypossiもIee托orttotrytoごealizeworldpeace・
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臥濫C甘訂配蛋 濫亙

BぴDD調互S瓦戊 and PEÅCE

By Hikaru Yamamoto

Professor Of TokyoUniversity Of Education

Idon’tintendin my today’slecture s11Ch a fanatic thing as，“If alltbe people

in theⅥⅦrld become Buddhists，peaCeWillspreadon eartb atonce”．NordoIwisも

to tellyou thatpeople willbe cured of血ぬdisease ort壬1at払ey willbecomew－eaト

thy，OnCe they come to have a faith．These thingsIregard as quite errationaland

absurd，andIthink nothingis further from the trutb than tbeseideas．

If we wish to have ourillenss cured，WeSbould get theIlelp of naturalscience，

especia】1y medicalscience．Again，if we wish to do away with poverty，We Ought

to s如dy socialscience，know thc complicated mechanism of society，and try

toremedyt壬Ie eVilby virtueofpolitics．Idobelieve this，butat the same timeI

am we】1aⅥrare tbat the socialyw・ithoutdiseaseandpovertyisnoteverythingtoman．

In Sweden，Wherepeopleare reported to be enjoying壬1ighly advanced welfare

facilities，the number ofthe suicidalcases of the aged ranks bighestin the world，

SOIhear．This 払ct makes
me tbink tbat thereis a certain spbere of activities

exclusivelyforreligion．T壬1e dimension of religion differs from that of naturalor

SOCialscience，Or Of politics，and neither contradictions nor conflicts seem to exist

betw・een the dimensions of tbese．

Speakingofd互mensions，Wbat are to bedonein the dimension of natura】science

you are studying？In血is幻eld w・e makeoもservations orexperimentsoftbeexternal

WOrld，tbeⅥ）rldoppositeourselves，andthenwededuceprinciplesfromtheobtained

results．Then，What aboutideologicalmatters？In this sphere，We dealwitb

abstractideas．In tbe dimension ofreligion，bowever，the caseis utterly different．

Religionis t‡le matter Of personalexperiences，¶realliving experiences of each

individ11al．

You allknow tbe Buddha’s well－known words，“Holy amIalone throl鳩hout

heaven and earth”．These words do not mean，‘‘Ialoneamgreatinthisworはand

allot壬1erS are nOt”．The
true

meaningis，“Myself andtbeuniverse areoneandt壬1e

Same”．Anotber t‡1ing，Saint Shinran，founder of a Buddhistic sectJodo－Shin－Sbu，

in his famous book of sermons“Tan－ni－Sho”wrote，“As to the Budd壬Ia’slon針

contemplated vow，It‡10nghtiit
over and over again，and茄nallyicame to tbe

COnVictionthatithas a sole purpose to bring me salvation”．According to Shinran

Budd壬Ia，s desire to save mankind was after allto save Sbinran bimself，
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Therevasin Chまna a celebrated壬101y priestもelonging to the Zen Sect，Cailed

PaiChang，in tbe Tang Dynasty（618－906）．This pr主est，When asked what
be

thoughtwasmostadmirableintheⅦOrは，anSⅥrered，“丸4yexistencein thまs doyious

molユntain”・He meantto say that he ce㌻もainly wasin theぎairy mountain，and this

factwas the most admiraも1etbi‡唱inぬe world．‡me如ion alltbese just to si卯ify

tbatinrelま由on everyまndまvidualpersonisofimpoぞtanCe，and personall主ving experト

ences matter gre申1y．

Letme explai‡－the meanユngOfpersonalexperiences by cltlng an episode about

Bubdab．Buddah was once
preaching

a sermon at気心．Reishtl．Duごまnghisdまscourse，

begave a hearty spontaneotlS Smま1e，finger主nga爪0VeごCalled‘Konbarage’．Thougb

tiユ甜elVeごe many eXCellent discip互es，SuCh as A三ユa‡1，the most assiduouslearner，

Sbarihotsu，theⅥrisest，amOngtbemultitudespresenttheごe，yetnOnebutKayocould

SuCCeSSfullyinterpでet tbe互ごmaSter，s enigmatic s血1e．Because he壬1ig圭一1y respected

experiences and deeds，this discまple alone knew the tごue reaSOnⅥ7hy Buddah smiled．

You’ve o如en heard‘Munen－muSO’or smadih，havenタt you？

Ⅰごefe汀ed j11Sta feⅥr minu絶S agOモO theimportance of real】ivingexperiences．

By saying reallまving experiences’‡’vewanted to speak about tbis kind of spiritual
（

experiences．‘Munen－mlユSO’is quite dまだerent from rapturein that the one means

SOmetbing of mentalcalmness and aptness to bandle some accまdent witboutlosing

One’s composure．Anan only had tbe presence of mind oごWaSinthestateof‘Munen－

muso’as you see．Buddah，100king at tbe emba汀aSSment Of his aud主ence，Said，

“The truest meaning of my smile can t）etborougbly conveyed by neitberietters nor

vords，blユtまt must be acquired by oneself tbrough one’s own eだorts”．

According to Mr．Shofu Muramatsu，JiごOC王100f Shimizu experienced dozens of

duels wまth swords alltbrough hislife．‡ie hadn’tiearned the proper and formal

ways of bandling a swoごd，and yet almost aivays he remained victoでious． The

SeCretOf hまsconstant vまctory was tbatwith the tip of his wordJiでOCbo gave aslight

pusb
to t王1atOf his opponent’s swoγd，and互こilled the other払e moヱnent tbe otber

tried to pusllbis sⅥrOrdもackⅥ㌻iぬ払rce；but be sometimes noticed that his sword

met witb as everlittle resisねnce asぎま至heⅥrerebeatまng t‡ユeair withit；andⅥrben

heknewatoncelユまs opponent was a master sⅥrOrdman andthat hewasnomatchfor

bまm，Jirocho found himself七aking to beels for deaご1ife．Thisiswhy圭一e had bardly

everもeen defeated fatajiy at d㍊e呈s．HovけOn eart壬Iisit tbatJiroc圭一0，knoⅥ7ing如st

alittle bit of琵en如tsu
as he did，CO111dもehave so tactfully at those criticalmoments

and avoid dangeごS？Because his mまnd knel町nOごまgidity or bad no pてeOCCupa臼on；he

was
neveごprepOSSeSSedwi払anything．ThatsoごtOfmentalconditまonⅥraSCalledMuju

（1iterallyunoccupまed）by t壬ユe鼠ev．TakuⅥ7an．

‡’m
going tointmduce bere anintersting short story toま1まustrate that conception．

In‘Exq11isiteSkillofanOldCat’，aも00kpublis壬ユedduringt壬1eTok噸aWaYosbimune’s

Reign（fァ0汀117i6ぬ1751），1Ve Canread the folloⅥ7ing：tbeごe WaS a Kenjutslユka（a

叫6ユ．－「



master ofthe art ofJapanesefencing）quまteper紬rもedt）y仏e miceまnhishouse．試e

let off many good
moⅥSeでS tO

getごid of tbem．Bu七agai‡ユS＝1is expectation none but

olュe Old cat could eradicate t壬1emまce．A如eごbeilad ぎinis‡1edⅦまtilbis duty，the

veteran mouseでtalked to o血eg perpiexed cats aう）Outt壬1e SeCごe七 0ぎilis successful

WOrkタSaylng，“Ⅰ’ve done myⅦ0ご皇乞natuでally and artlessly；‡was qu主te fぎee fごOm

mentalstrain unliiこeyOu．“㍑isⅥrOrdsⅦere brougb‖ユOme tO eVeごyOne．頂野hen t圭一e

Old cat finished speaking，One Of bis alユdience asked，“蔦野hat mea‡ユeSt甘hou by‘no

OppOSerS，nO egO’？‘No ego，nO OppOSeごS’，repl毒ed tbe venerabie cat．

“Opposeご”sまgnif主etlletymO旦ogまcalヨy‘beまng placed agaまnst’．Ås s壬Iallbe seenintlユe

relations of sun a‡ユdmoon，Wateでaiユd君主re，SO三ユ0そiling existetiユin tbelユniveでSei）ut

hastits antipodes．1野hence comet‡＝be conclusion thatまf tbeごe Should appeaでnO

imagereまes 主n thy mind，helユCe nOthing stande血 opposed against them；aS tbe

s‡1adoⅥrCannOt be uIユ1esstheごe be tbe sun．Tbe
互nstant

whenl－ho㍑ hast slユCCeeded

Serenelyinletぬg t‡iySelfstand outofmind andreieasingthyselffでOmallt‡1eimage－

ries tberein，thou art absoltltely at peace and圭一aSt become（〕ne．“‡f t‡ly mimdl〕e

Serene
and uエーdまsturもed”，SayS tbe book further near atits end，“tben tbou aでt

masterlord of the universe＝．

Ⅰ，m aぎraid you couldn，t estat）l主s壬IpeaCe quite easily and血0ごOlユgbly aslong as

you yourselves feelin a sense or anotbeでhos以e to eve㌻yOne aごOundyou・Thequin－

tessenceoftheZeniiesin expeでienc主ngtbatsoぎtOfme如al主ty foryourselves・‡bope

‡，veもeenofsomehelptoyoufortbin態ingaもouttbepご0もIemogthepeacefでOmSuCh

areligiouspoまntofviewaswe11・Eveぎymanbas an experiencein transcending tbe

COnfrotationbetweenbまmselfandotbeでS・AsⅦeaでedeepinmedまtaion，ⅦeShailget

totheframeofmindvoidofallthou喜如sandideas．Yet，eVenSuC‡laStageSeemS

tohavesometbingtobestilldesired暮‡tdoesn，tsatisfy
us㍊nless a neⅦ・inspまration

isflushedintoourheartattbまsveでymOment．Tbまs互sⅥrbatⅥre
Callenliかenment

universal】yknownもotb to Zen
and allot‡1er relまgions・Wben a baもy，We CannOt

descrimまnatebetⅥreenOurSelvesandothers，butasⅦegrOⅥrOlder，WeCOmetOi忘nOⅦ・

thatitisonlyourもodythatwecanでeCO糾izeit to be our

SayS，eXCeptyebeconve出edandbecome aslittまe childごen，

tbe kingdom of Heaven，‡fⅦeⅥ・alk
up

to tbisprまncまpk，

applyi喝OurpOjicyorutilizingscienceまtvouidもetbesⅥごeS七

peaCe．

0Ⅶn．HoⅥreVeで，Christ

ye s壬1allnot enterinto

Self aもandonme叫in

Way tO aCbieveⅥ・Orは

C¢駅監漫覗S孟⑬鼠⑬雷優艶℡S硯野Ⅴ金野

Thepupi王sofourscboolhavelongもadaconsideraもIeまnterestinpeacein
their

daily】ife・Through ouy main expeぎime叫 thoseⅥ加b active主nterestinitbave
increasedinnumber，WbicbisthefirstresultofouごeXperiment・Befoごetbeexperiment

tbeycomp血ended‘peace，asawbole，OniytbroⅥghcommonsense，andaisothey
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もadsucbtendencyastointerpretitdogmatically．Af如tbeexper主mental呈ttlesk申－

tまcalreaction has been noticiaも1ein them，Ⅶbich seems to
show thattheyhavecome

to avoid an easy－gOlng COnClusion as血eでeSul七Of tbeir study aもoutpeace．

1Vhat kind of stateまs peacful？Ås for 血s question，tⅥ70 grOupS Sbowed no

parictllar changes befoごe aud afteで七三IeeXpeγimentin theiでanSVFerS thatpeaceis the

State OflifeinⅦhicb血eごeまs三ユO armed conぎiictnor a王ユy t且neaSiness．

The expeでimentaigroup basshoⅥ－n Veryiittie cbangeintb由tendency to
grasp

ac触alantagonisticでelatio‡ユSⅦ主tbout scごuitinまzingごealstate of affaiごS．（forinstance，

tbey consideで血attbere canbegeneごalpeace evenif there are
somelocalconflicts．）

The controlled group，hoⅥreVeぎ，bas shownasl主ghtcbangeinぬeir comprehensionof

the unpeaceぎulstate and壬1aVe CO王ne tO gでaSpit coごごelatively．

To
examine thei＝eveiof co叩rehension of tbeidea og peace，tbe follo－ぬg

questionⅥ・aSgiven：‘1Ⅳhetber stlCb ands㍑Ch cotlntryまsin peace？”Tilen mOSt Of

thepupils，beforet壬IeeXpeごime叫a‡lSⅥreごed contradictoてilytbatbotbcapitalisticcount－

ries and socialistic ones areまn peace wbile they consideぞed tbe conflictof the tⅥrO

SyStemS aS an㍊npeaCeg㍑1state・B㍊t a托er tbe expeyiment the experimentalgroup

hasでemOVed theiぞCOntra（まic七ionby払i‡ik主ng tモーa七SOCiaまisticcountries causeくiconflicts，

a王1d tbe contでOiled gごOup bas chaj瑠edits attittlde and says that they are at aloss oご

that capitalistic、COuntでiesseemtobave causedcon吏1icts．Åndbothgroupsbavecome，

in the same degree，tOてegard these countでies mucbless peaceful．

As for the means to establisb peace，the controlled grotlp uSed to think that

peace could beattained by disarmament，Stごengthening UNand buiidingthespiritof

peacein each m主nd，etC．

People depend mucb
on tbe sjプirit of peace for tbe establishment of the true

peacefulworld but such an attitude ratberごetreat theminto tbe茄eld of abstract

sense t）ymaking tbem slightthe ac紬ale甜0ごt壬or tbe realization of true peace．The

controlled group，hov柁Ver，WOOld never shoⅦa tendency to withdraw from this

worldfee㍍ngtheheavypressuごefromtbe present complexinternationals血ation，but

ratherpursueitent壬IuSまastica臼y byestab鮎bingthecoIユneCtionw■itbtbepresentsociety・

They are，aSitwere，alⅥraySintentontheidea ofhow■tO Wintberealisticpeace．

1野e cargied
on tbe pでeSent eXperimentin order to茄nd the effective way of

education for our s紬dents so払at tbey may understand aboutinternationalaだairs．

下Ⅳitbthisobjectin vieⅦ・，Vetriedto calion tbem to tbink about the mostimpor－

tant uNESCO splrltフ peaCe aS Welias the soc主alproも1ems betⅥ7een eaCh country・

Fo幻unately，tbetargetsfoでtbe cuごごent year，sexperimentseemtohavebeenaccom－

plまsbed，helpedもylast year，s experiment・Fi叫 We COuld consolidate
our

guid～

ance program and thoroughly pedorm our comparative experiment・Second，We

getusefulsuggestionsfrom many eminent autborities，Which madeit easier for us

tolead the students．Third，through preparatory and plenary
tests，We

COuld
more

exactまy compare and exaヱnine the chaごaCteごまs如s of these紬O gご0叩S，eXperiment
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かOupandcontご011edgroup．Thegreatesteffectoftbisexperimentontheirlearnlng

is thatit hasled students
to have a deepconcernabout peace and hasimproved

theirunderstanding so
much tbat they are now up to the h主gherleveloftheoでies

On peaCe・

Attbesametime，tbe expeてimentgro－ユp SboⅥred us tbeseごeSpeCtive tendencies

asfolloⅥrS；the experiment groupⅥ7aS philosophically elevated but some of them

greⅥr COOlandin∂ifferent toreality，Vbile払econtrolledぎrO叩Cameもravelypus‡1

the way toⅥ7ard peace，thougb fee払g moごe Orlessincon茄dentinits achivement，

due to thedi紘cu互tsituations oぎtbeⅥ㌻Orld・‡f peace can be acbieved only by the

o甜ensivespiritasmentioned above，tbe way for education and主nternationalunder－

standinge血cationmayhavebeensuggestedbytbelat如groupクsexample・

Thirdly，bythisexperime叫Webaveもeentryingto spread Unescoタsideals as

an activity oぎthe Associated School，s‡）rojectsまnEducationfor‡nternationalUnder－

standing，andnottomakeapreciseexpeでimentona ceれa払subject．Moststudents

havebeenlreryCO仙Opeyati㌔reまntbisexperime叫butsomeseemtohavecometodoudt

the efぎect or value of tbis eヨこperまment．Mosto至tbesestudentsiユ飢reStrOnglntereStin

and tbeまr ovFn Opln10nS about vFOrld peace，and so tiユey have founditimproper to

bave chosen‘㌘eace’as thetheme ofthis experまment，for‘peaceク，theybelieve，Ought

to be realized politically and economically，a三ユd not t）y Unesco．Such oplnlOnS Of

theirs might have been formed tbrough theまrdisもeliefin the government．If we had

known t‡1atbeforehand and could have made them tもnderstand what this experiment

WaS Carried out for，Witb muc壬ImOでe壬1elp ofl10me－rOOm teaChers，tbis experiment

would have t）een mOre StlCCeSSful．

InJapan today，allof uslユSe the word‘pe£tCe’so o氏en tbat there are fewⅥrho

bave spect五1ated on what‘peaceクでeally means．AndⅥrhatisworse，nOSpeCialcolユrSe

for teacbi喝Of peaceis a汀angedin the clユ汀ent COurSe Of study，and teachers are

apt
to

evade dまsctまSSing管eace’from ぬe realistic point of vieⅥr，tOgetiler Ⅵ7主血

students，On aCCOunt Of the di拭cultiesin dealing with t圭一istbeme．

But judging fro汀1t‡le data gained t〉y this expeごiment，it seems
clear that odr

students，ways of thinking about‘peace’ayerathercommonorsuper茄cialorcontrad－

ictory．Some of tbe students are someⅥrhatindifferentⅥrith tbe reality of theⅥ70rld，
（

especiallyⅥrith‘peace’，もecause peace’is too aもstでaCt a tbeme for them to think or

understand．But s呈nce todayis

sincerely，We CannOt eVade tbis

fore，itis strongly desired that

Study as anindependentunit．

the very timeⅥ7hen‘world peace’should be sought

di宕茄culttaskof seeking wbat peacereallyis．Tbere－

‘Study on Peace’should t〕eincludedin the Course of

Such amendment of tbe present Course of Study has

toもe done as soon as possible，because e血cation for peaceisindispensaも1eif
we

Wish olユr yOtlnger generations to growtoもe a truly peace－10Vi喝peOple．
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